
Products Solutions ServicesBA00237C/33/JA/14.13

有効ソフトウェア：
ソフトウェアバージョン 1.12

取扱説明書
Liquisys M CLM223F
導電率センサ用変換器



Endress+Hauser

本書について

安全メ ッ セージ

安全記号の構成、 用語、 色は、 ANSI Z535.6 （「製品マニュ アル、 取扱説明書、 およびその他の付
属書類に関する製品安全情報」） 規格に準拠し ます。

シンボル

安全メッセージの構成 意味

危険!

原因（/ 影響）
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策

危険な状況を警告する記号です。
この状況を回避でき なかった場合、 重傷または致命傷に
つながります。

警告!

原因（/ 影響）
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策

危険な状況を警告する記号です。
この状況を回避でき なかった場合、 重傷または致命傷に
つながる恐れがあ り ます。

注意!

原因（/ 影響）
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策

危険な状況を警告する記号です。
この状況を回避でき なかった場合、 軽傷または中程度のけが
を負 う 恐れがあ り ます。

注記
原因 / 状況
安全 メ ッ セージに留意し な
かった場合の影響
‣ 対処策 / 注意事項

この記号は、 物的損害を も た らす可能性のあ る状況を警告す
る ものです。

追加情報、 ヒ ン ト

許可または推奨

禁止または推奨されない
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1 基本安全注意事項

1.1 作業員の要件

 計測システムの設置、 設定、 操作、 保守は、 訓練を受けた技術作業員のみが行なって く ださ
い。

 技術者は施設責任者から特定作業の実施許可を受ける必要があ り ます。
 電気接続は、 電気技術者以外は実施し ないで く ださい。
 技術者は取扱説明書を熟読、 理解の上、 その内容を順守し なければな り ません。
 測定点のエラーを修正でき るのは、 許可を受け、 訓練を受けた専門作業員だけに限られま

す。
同梱の本取扱説明書に記載されていない修理については、弊社のサービ ス部門においてのみ
実施可能です。

1.2 用途

CLM223 F は液体測定物の導電率を測定するための変換器です。

本変換器は特に以下の用途に適し ています。
• 濃度制御
• CIP 設備の制御
• 相分離
• 製品品質保証管理
• 洗浄システムおよび洗浄設備

人体および計測システム全体の安全性を損 う ため、 本書に記載以外でのご使用はでき ません。
不適切な使用または指定外の使用よ り 生じ る損害につき ま し ては、 当社は責任を負いかねます。

1.3 作業場所の安全

ユーザには、 以下の安全条件を遵守する責任があ り ます ：
• 防爆規則
• 設置方法
• 各地域の規制および法律

電磁適合性
本機器は適用される工業用の欧州規格に従い、 電磁適合性に関する検査を受けています。
この電磁適合性は、 本取扱説明書の指示に従って接続された機器に対し てのみ有効です。

1.4 操作上の安全性

 全測定点の設定を実施する前に、 すべての接続が正しいか確認し て く ださい。 電気ケーブル
およびホース接続のが損傷し ていないこ と を確認し ます。

 損傷のあ る製品での運転は行なわず、 意図せずに使用されないよ う 防止策を講じ て く ださ
い。 損傷のあ る製品には、 「故障」 と明記し て く ださい。

 不具合が改善されない場合は、 誤って設定されないよ う 製品を取 り 外し て く ださい。
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1.5 製品の安全性

本製品は、 新の安全要件に適合する よ う に設計および検査されて、 安全に操作でき る状態で工
場よ り 出荷されます。 関連法規および欧州規格に準拠し ます。

1.6 電気記号

%
直流（DC）
DC が印加される または DC が流れる端子

&
交流（AC）
（正弦） AC が印加される または AC が流れる端子

)
アース接続
ユーザから見てアース系を用いてすでに接地されている端子

*
保護接地端子
他の接続を行な う 前に接地する必要があ る端子

クラス II（絶縁）機器
二重絶縁

b
アラームリレー

入力

出力

DC 電源

温度センサ
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2 納品内容確認および製品識別

2.1 納品内容確認

 パッ ケージに損傷がないこ と を確認し て く ださい。
 パッ ケージに損傷があ る場合は、 納入業者にお知らせ く ださい。

問題が解決する までは、 損傷し たパッ ケージを取っておいて く ださい。

 内容物に損傷がないこ と を確認し て く ださい。
 内容物の損傷については、 納入業者にお知らせ く ださい。 問題が解決する までは、 損傷し た

内容物を取っておいて く ださい。
 納入品に不足し ている ものがな く 、 出荷書類 と一致する こ と を確認し て く ださい。
 製品を保管または輸送に使用するパッ ケージの材質は、 衝撃および湿度から保護でき る もの

にする必要があ り ます。 元のパッ ケージを用いる と、 適に保護する こ と ができ ます。 さ ら
に、 適格周囲条件を保って く ださい ( 「技術データ」 参照 )。

 ご質問については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

2.2 納入範囲

納入されるパネルマウ ン ト 型機器には以下のものが含まれます。
• CLM223 F 変換器 1 台
• テス ト 抵抗器 1 個
• 差込み型ねじ止め端子 1 個
• 固定ク リ ッ プ 2 個
• 取扱説明書 BA00237C/07/EN 1 式

2.3 製品識別

2.3.1 銘板

銘板には以下の情報が明記されています。
• 製造者データ
• オーダーコード
• 拡張オーダーコード
• シ リ アル番号
• 動作条件
• 安全記号

銘板のオーダーコード と発注時の仕様を比較確認し て く ださい。

2.3.2 製品の識別

お使いの機器のオーダーコード と シ リ アル番号は、 以下に明記されています。
• 銘板
• 納品書類

ご使用中の機器バージ ョ ンを確認するには、 銘板に記載されたオーダーコード を次のア ド レ
スの検索画面に入力し て く ださい。 www.products.endress.com/order-ident



納品内容確認および製品識別 Liquisys M CLM223F

8 Endress+Hauser

2.4 認証と認定

2.4.1 CE マーク

適合宣言
本製品は欧州整合規格の要求事項に適合し ています。 し たがって、 EC 指令の法的要件にも準拠
し ています。
製造業者は 4 マーク を付け る こ と で製品検査に合格し ている こ と を証明し ています。

2.4.2 CSA 一般仕様

CSA 一般仕様
以下に示す製品は、 「C」 および 「US」 表示付きの CSA マーク を貼付する資格があ り ます。

バージョン 認定

CLM223F-..2...

CLM223F-..3...

CLM223F-..7...

カナダおよび米国用の CSA マーク
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3 取付

3.1 取付設置に関する ク イ ッ クガイ ド

以下に従って測定点を完全に設置し て く ださい。

• 変換器を取 り 付けます （「取付設置説明」 参照）。
• センサがまだ測定点に取 り 付け られていない場合は取 り 付けます （「センサの技術情報」

参照）。
• 「電気接続」 で説明されている とお り 、 センサを変換器に接続し ます。
• 「電気接続」 で説明されている とお り 、 変換器を接続し ます。
• 「設定」 で説明されている とお り 、 変換器を設定し ます。

3.1.1 計測システム

計測システム一式には、 以下のものが含まれます ：
• 変換器 Liquisys M CLM223 F
• 一体型温度センサ内蔵またはな しのセンサ
• 測定用ケーブル CYK71 （電極セル用） または CLK5 （電磁セル用）

オプシ ョ ン ： 延長ケーブル、 中継端子箱 VBM

a0003613

図 1 : 計測システム Liquisys CLM223 F 一式
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3.2 設置条件

a0005735

図 2 : パネルマウン ト 型
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3.3 設置方法

パネルマウ ン ト 型は付属の締め付けねじ を使って取 り 付けます （図 3 参照）。
取付の際、 バッ ク スペースが約 165 mm （6.50"） 必要です。

a0005739

図 3 : パネルマウン ト 型機器の取付

1 操作盤壁面

2 シール

3 締め付けねじ
* 必要なバッ ク スペース

3.4 設置後のチ ェ ッ ク

• 取付後、 変換器に損傷がないか確認し ます。
• 変換器が湿気や直射日光から保護されているかど う か確認し ます。
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4 電気接続
警告!

機器には電圧が印加されています。
不適切な接続によ り 、 負傷または死亡事故につながる恐れがあ り ます。
 電気接続は、 資格を有する電気技術者以外は実施し ないで く ださい。
 技術職員は、 本書を読んで理解し、 それに記載されている指示に従 う 必要があ り ます。
 配線作業を始める前に、 いずれのケーブルにも電圧が印加されていないこ と を確認し て く だ

さい。

4.1 配線

注記
本機器には電源スイッチがありません。
 機器の近 く に保護遮断器を用意する必要があ り ます。
 それには、 ス イ ッチまたは電源回路遮断器が必要であ り 、 それが機器の遮断器であ る こ と を

ラベル表示し なければな り ません。
 電源供給点では、 24 V バージ ョ ンの電源を二重絶縁または強化絶縁によ り 危険な通電ケーブ

ルから絶縁する必要があ り ます。
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4.1.1 結線図

図 4 の配線図はすべてのオプシ ョ ンを搭載し た機器の接続を示し ています。 センサ と さ まざまな
測定ケーブルの接続の詳細については、 「測定ケーブルおよびセンサの接続」 に記載されていま
す。

a0003607

図 4 : 変換器の電気接続
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以下に注意し て く ださい。
• 本製品は、 保護ク ラ ス II であ り 一般には保護アース接続を し ないで運転されます。
• 測定の安定性と機能的安全性を確保するには、 センサケーブルのシール ド をアースに接続す

る必要があ り ます。
- 電磁式センサ ： 端子 "S"
- 電極式センサ ： PE 配電レール

これはパネルマウ ン ト 型のカバーフ レーム、 屋外設置型の接続コ ンパー ト メ ン ト にそれぞれ
あ り ます。 PE 配電レールまたはアース端子をアースに接続し て く ださい。

• 回路 "E" と  "H" は互いに電気的に絶縁されていません。

パネルマウント型の接続

a0003608

図 5 : 接続コ ンパー ト メ ン ト のステ ッ カー

注記
順守しなかった場合、誤った測定につながる可能性があります。
 NC と示された端子は、 機能し ません。
 マーク のない端子は、 機能し ません。

バイナリ入力の電源

a0003610

図 6 : バイナ リ入力の電源

A ホール ド / MRS （「MRS 4 測定範囲」 機能の場合は、 ス イ ッ チはデジ タル符号化）
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4.1.2 測定ケーブルと センサ接続

導電率センサを変換器に接続するにはシール ドつきの特殊な測定ケーブルが必要です。 次の多芯
ケーブルを使用でき ます。

測定ケーブルの構造と終端処理

C07-CLM2x3xx-04-06-00-de-004.eps

図 7 : 専用測定ケーブルの構造

A 半導体層

sc シール ド

ケーブルや中継端子箱の詳細については、 「ア ク セサ リ 」 を参照し て く ださい。

センサのタイプ ケーブル 延長ケーブル

温度センサ Pt 100 内蔵 / な し 2 電極センサ CYK71 中継端子箱 VBM + CYK71

電磁式センサ CLS50、 CLS52、 CLS54 ケーブルはセンサに付属 中継端子箱 VBM + CYK5

最大ケーブル長

導電率測定 （電極式センサ） CYK71 で 大 100 m （328 ft）

導電率測定 （電磁式センサ） CLK5 で 大 55 m （180.46 ft） （センサケーブルを含む）
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測定用ケーブルの接続
導電率センサを接続するには、 端子割当に従って測定ケーブルを機器背面にあ る端子に接続し ま
す （接続ステ ッ カーを参照）。

導電率センサの接続例

4.1.3 アラーム接点

C07-CLM2x3xx-04-06-00-xx-007.eps

図 8 : 電極式センサの接続

a0006611

図 9 : 電磁式センサの接続

C07-CxM2x3xx-04-06-00-xx-001.eps

図 10 : アラーム接点の推奨フ ェールセーフ切り替え

A 正常な動作状態 B ア ラーム状態

正常な動作状態
• 機器が動作中
• エラー メ ッ セージが出力されていない

（ア ラーム LED オフ）

 リ レー作動状態
 接点 42/43 閉

アラーム状態
• エラー メ ッ セージが出力されている （ア ラー

ム LED 赤色点灯）
または

• 機器の不具合または電圧な し （ア ラーム LED 
オフ）

 リ レー停電状態
 接点 41/42 閉

CYK71/CPK9

ϑ
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23    1
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4.2 接続後のチ ェ ッ ク

配線後は、 以下のチェ ッ ク を行ないます。

機器の状態と仕様 備考

変換器またはケーブルの外部が損傷を受けていますか？ 目視検査

電気接続 備考

ケーブルが緩んでいませんか？
ケーブルタ イのタブは

バ ッ ク プレー ト 内

電路にループや交差し た と こ ろはあ り ませんか？

信号ケーブルは配線図に従って正し く 接続されていますか？

すべてのねじ端子はし っか り 締められていますか？

ケーブルの導入口はすべて取 り 付け られ、 固定、 密閉されていますか？

PE 配電レールはアース接続されていますか

（CF バージ ョ ンで該当する場合） ？
取 り 付け場所でアース接続
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5 操作性

5.1 デ ィ スプレ イ と操作キー

5.1.1 デ ィ スプレ イ

LED ディスプレイ

LC ディスプレイ

現在の動作モード を表示し ます。 自動 （緑） または手動 （黄）

現在 「手動」 モード で操作中の リ レーの LED が赤 く 点灯し ます。

リ レー 1/2 の状態を表示し ます。
緑 ： 測定値が設定し た警報値の範囲内。 リ レー開磁。
赤 ： 測定値が設定し た警報値を超えている状態。 リ レー励磁。

ア ラーム表示。 リ ミ ッ ト 値を超え続けた場合や、 温度センサの不具合、
システムエラー発生時などに表示されます （エラー リ ス ト 参照）。

a0003611-en

図 11 : 変換器の LC デ ィ スプレ イ

1

2

3

4

5

測定モード表示 （正常に動作）

校正モード表示

セ ッ ト ア ッ プモード表示 （設定）

「ホール ド」 モード表示 （電流出力が 後の

状態のま ま）

機器の通信 メ ッ セージ受信表示

6

7

8

9

10

機能コード表示

測定モード ： 測定変数

セ ッ ト ア ッ プモード ： 設定変数

測定モード ： 二次測定値

セ ッ ト ア ッ プ / 校正モード ： 設定値など

" エラー " ： エラー表示

センサ記号

REL 1

REL 2

9999
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On value
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5.1.2 操作キー

a0003609-en

図 12 : 操作キー

1 測定値と 設定データ を表示する LC デ ィ スプレ イ

2 ユーザラベル用スペース

3 校正および機器設定用の主な操作キー 4 つ

4 リ レーの自動 / 手動モード切替ス イ ッ チ

5 リ ミ ッ ト コ ン タ ク タ リ レー用 LED （ス イ ッ チの状態）

6 ア ラーム用 LED

7 動作中のコ ン タ ク ト および手動モード時の リ レー切 り 替え用キーの表示

9999
mS/cm

R2

1

2

3

4

5

6

7

On value
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5.1.3 キーの割当て

CAL キー
CAL キーを押すと、 校正ア ク セス コード の入力を求められます。 
• 校正 ： コード 22
• 前回の校正データの読み取 り ： コード 0 またはその他任意のコード

CAL キーを使用し て校正データ を承認するか、 校正 メ ニュー内のフ ィ ー
ル ド を切 り 替えます。

ENTER キー
ENTER キーを押すと、 セ ッ ト ア ッ プモード のア ク セス コード の入力を要
求されます。

• セ ッ ト ア ッ プおよび設定 ： コード 22
• すべての設定データの読み取 り ： コード 0 またはその他任意のコード

ENTER キーには次のよ う に複数の機能があ り ます。

• 測定モード からのセ ッ ト ア ッ プ メ ニューの呼び出し
• セ ッ ト ア ッ プモード で入力し たデータの保存 （確定）
• 機能グループ間の切替

＋ キー / － キー
セ ッ ト ア ッ プモード では、 + キーと - キーは次の機能を持ちます。
• 機能グループの選択

- キーを押すと、 「システム設定」 に記載された順番で機能グルー
プを選択でき ます。

• パラ メ ータ と数値の設定
• 手動モード での リ レー操作

測定モード では、 +  キーを押すたびに次のよ う な機能に切 り 替わ り ます。

1. °F 単位での温度表示

2. 温度表示の非表示

3. 非補償導電率の表示

4. 基本設定に戻る

測定モード では、 - キーを押すたびに以下が順に表示されます。

1. 現在のエラーを順に表示 （ 大 10 個）

2. すべてのエラーが表示される と、 標準測定デ ィ スプレ イが表示されま

す。 機能グループ F では、 エラーコード ご と に個別にエラーを定義で
き ます。

REL キー
手動モード では、 REL キーを押し て リ レーと洗浄機能の手動ス ター ト の
切 り 替えができ ます。
自動モード では、 REL キーを押し て、 該当する リ レーに割 り 当て られた
ス イ ッチオンポイ ン ト を読み取る こ と ができ ます。
+ キーを押すと次の リ レーの設定値を表示でき ます。 デ ィ スプレ イモー
ド に戻る と き も REL キーを押し ます （なにも操作し ない と 30 秒後に自
動的に戻 り ます）。

AUTO キー
自動モード / 手動モード の切 り 替えができ ます。

REL 1

REL 2
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エスケープ機能
+ キーと － キーを同時に押す と、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 校正時に
は、 校正終了画面へ移 り ます。 も う 一度 ＋ キーと－キーを押すと測定
モード に戻 り ます。

キーボードのロック
＋ キーと ENTER キーを同時に 3 秒以上押すと、 キーボード がロ ッ ク さ
れ、 不正なデータ入力を防ぐ こ と ができ ます。 すべての設定は継続し て
読み取 り 可能です。
画面にはコード 「9999」 が表示されます。

キーボードのロック解除
CAL キーと － キーを同時に 3 秒以上押すと キーボード のロ ッ ク を解除
でき ます。
画面にはコード 「0」 が表示されます。
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5.2 ローカル操作

5.2.1 自動 / 手動モー ド

変換器は通常は自動モード で動作し ます。 こ の操作モード では、 リ レーは変換器によ り 制御され
ます。 手動モード では、 REL キーを押し て リ レーを始動させるか、 洗浄機能を開始する こ と がで
き ます。
操作モード の切替 ：

以下に注意し て く ださい。
• 選択し た操作モード は電源遮断後も有効なま まです。
• 手動モード は、 自動モード のどの機能 （ホール ド を含む） よ り も優先されます。
• 手動モード中は、 ハード ウ ェアのロ ッ ク を行な う こ と はでき ません。
• 手動モード での設定値は、 リ セ ッ ト される まで有効です。
• 手動モード中は、 エラーコード E102 が出力されます。

1. 変換器は自動モードです。 AUTO キーの横にあ る上の LED が点灯し

ます。

2. AUTO キーを押し ます。

3. 手動モード を有効にするには、 ＋ キー / － キーでコード 22 を入力

し ます。 AUTO キーの横にあ る下の LED が点灯し ます。

4. リ レーまたは機能を選択し ます。

REL キーを押すと、 リ レーを切 り 替える こ と ができ ます。 選択し た リ
レーと ス イ ッチの状態 （ON/OFF） がデ ィ スプレ イの 2 行目に表示さ
れます。
手動モード では、 測定値が連続し て表示されます （例 ： 注入機能の測
定値モニ タ リ ング）。

5. リ レーのオン / オフ を切 り 替えます。 ＋ キーでオンにを、 －キーで

オフに切 り 替わ り ます。
切 り 替えた リ レーの状態は、 リ セ ッ ト される まで有効です。

6. AUTO キーを押し て測定モード、 つま り 自動モード に戻 り ます。 すべ

ての リ レーは変換器でも始動でき ます。
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5.2.2 操作コ ンセプ ト

操作モー ド

C07-CxM2x3xx-19-06-00-en-001.eps

図 13 : 操作モー ドの詳細

セ ッ ト ア ッ プモー ド は、 15 分間なにも キー入力が行なわれない と、 測定モード に自動的に
移行し ます。 動作中のホール ド （セ ッ ト ア ッ プ中のホール ド） はすべて リ セ ッ ト されます。

アクセス コー ド

ア ク セス コード はすべて固定値で、 変更でき ません。 ア ク セス コード が要求される場合、 機器に
よ って コード の識別が行なわれます。

• CAL キー +  コード 22： 校正モードおよびオフセ ッ ト メ ニューへのア ク セス
• ENTER キー +  コード 22： セ ッ ト ア ッ プ メ ニューへのア ク セス 
• + キー +  ENTER キー：キーボード のロ ッ ク
• CAL キー +  － キー：キーボード のロ ッ ク解除
• CAL キーまたは ENTER キー +  任意のコード：読み取 り モードへのア ク セス、 すなわち、 す

べての設定値を見る こ と ができ ますが、 変更はでき ません。
読み取 り モード で継続し て測定を行ないます。 ホール ド状態には移行し ません。 電流出力と コ
ン ト ローラは有効です。
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メ ニュー構造

設定と校正の機能は機能グループ別に分類されています。

• セ ッ ト ア ッ プモード では、 + キーと - キーで機能グループを選択し ます。
• 機能グループ内部の 1 つの機能から別の機能に移るには、 ENTER キーを押し ます。
• 機能グループ内では、 ＋ キー / - キーで目的のオプシ ョ ンを選択するか設定を編集し ます。

選択し た ら ENTER キーで確定し ます。
• ＋ と － のキーを同時に押すと （エスケープ機能）、 プロ グ ラ ミ ングが終了し ます （ メ イ ン メ

ニューに戻 り ます）。
• も う 一度 ＋ キー と － キーを押すと測定モード に戻 り ます。

変更を行なって も ENTER キーによ る確定を実行し なければ、 前の設定値がそのま ま維持さ
れます。
メ ニュー構造の概要については、 本取扱説明書の付録で説明し ています。

C07-CxM2x3xx-19-06-00-xx-002.eps

図 14 : メ ニュー構造図

1 機能 （パラ メ ータ選択、 値の入力）

2 機能グループは + キーと  - キーで前後に移動し ます。

3 1 つの機能から次の機能に移る と きは、 ENTER キーを押し ます。

ホール ド機能 ： 出力の 「固定」

セ ッ ト ア ッ プや校正中には現在の出力が 「固定」 されます。 つま り 、 後の電流値が常時出力さ
れます。 デ ィ スプレ イには "HOLD" と い う メ ッ セージが表示されます。 コ ン ト ローラの動作変数
（安定制御 4 ～ 20 mA） が電流出力 2 から出力される場合、 ホール ド状態では 0/4 mA に設定さ
れます。

以下に注意し て く ださい。
• ホール ド設定については 「サービ ス」 を参照し て く ださ い。
• ホール ド中、 すべての接点は通常の位置にな り ます。
• 有効なホール ド は他のどの機能よ り も優先されます。
• ホール ド のつど、 コ ン ト ローラの I 要素はゼロに リ セ ッ ト されます。
• ア ラーム遅延時間は "0" に リ セ ッ ト されます。
• こ の機能はホール ド入力によ り 部から動作させる こ と もでき ます （配線図、 バイナ リ 入力 1 

を参照）。
• 手動ホール ド （フ ィ ール ド S3） は電源遮断後の再起動後でも有効なま まです。

EE E E

-

1

2

3

E EE EEE EEE
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6 設定

6.1 機能チ ェ ッ ク

警告!

不適切な接続、不適切な供給電圧
要員の安全に危険を及ぼす可能性および機器の誤動作を招 く 可能性
 配線図に基づいて正し く 配線されているか、 すべての接続を確認し て く ださい。
 供給電圧が銘板の電圧 と同じであ る こ と を確認し ます。

6.2 電源投入

変換器の電源を初めて投入する前にはまず、 変換器の操作について よ く 理解し ておいて く だ さ
い。 特に 「安全」 と 「操作」 についてはよ く お読み く ださい。
電源投入後、 機器は自己テス ト を実行し てから測定モード に入 り ます。
こ こ で、 「校正」 に従ってセンサを校正し ます。

設定中に、センサを校正し て計測システムが正確な測定データ を返せる よ う にし てお く 必要
があ り ます。

次に、「ク イ ッ ク ス ター ト ア ッ プ」 に従って初期設定を行ないます。 こ こ でユーザが設定し た値は
電源遮断後の再起動後でも そのま ま有効です。
本変換器では以下の機能グループが使用で き ます （プ ラ スパ ッ ケージのみで使用でき る機能グ
ループには機能解説でその旨のマーク がついています）。

セットアップモード
• セ ッ ト ア ッ プ 1 （A）
• セ ッ ト ア ッ プ 2 （B）
• 電流出力 （O）
• ア ラーム （F）
• チェ ッ ク （P）
• リ レー （R）
• 温度補償 （T）
• 濃度測定 （K）
• サービ ス （S）
• E+H サービ ス （E）
• イ ン ターフ ェ イ ス （I）
• 温度係数 （D）
• MRS （M）

校正モード
• 校正 （C）

本変換器で使用でき る機能グループの詳細については、 「システム設定」 を参照し て く ださ
い。

C07-CLD132xx-07-06-00-en-003.eps

図 15 : セ ッ ト ア ッ プモー ドの表示例
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初期設定

機器の電源を初めて入れた と きは、 すべての機能が初期設定になっています。 下表は主要な設定
値の概要を示すものです。
これ以外のすべての初期設定については、 「システム設定」 の個別機能グループの解説を参照し
て く ださい （初期設定は太字で印刷し てあ り ます）。

* オプシ ョ ンによ り 異な り ます。

C07-CLD132xx-13-06-00-xx-005.eps

図 16 : 機能コー ド

図 15 の専用表示フ ィ ール ド に表示される各機
能のコード によ り 、機能選択やグループ内にお
ける機能の位置の把握が容易です。
コード の構成については図 16 を参照し て く だ
さい。
コー ド の初めのアルフ ァ ベ ッ ト は機能グルー
プを表し ています （グループ名を参照） 。 各グ
ループ内の機能は上から下、左から右の順番に
構成されています。

機能 初期設定

測定のタ イプ
電極式導電率測定

温度測定 （°C）

測定補償のタ イプ リ ニア （基準温度 25 ℃ （77 °F））

温度補償 自動 （ATC オン）

コ ン ト ローラ 1 の リ ミ ッ ト 値 2000 mS/cm

コ ン ト ローラ 2 の リ ミ ッ ト 値 2000 mS/cm

ホール ド 設定と 校正の際に有効

測定範囲
10 µS/cm ～ 2000 mS/cm （測定範囲調整な し）

設定は、 接続するセンサによ って決ま り ます。

電流出力 1* および 2* 4 ～ 20 mA

電流出力 1 ： 4 mA の測定値 * 0 µS/cm

電流出力 1 ： 20 mA の測定値 * 2000 mS/cm

電流出力 2 ： 4 mA の温度 * 0.0 ℃ （32 °F）

電流出力 2 ： 20 mA の温度 * 150.0 ℃ （302 °F）

C C1 C111

C121

C131 C132 C133
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6.3 ク イ ッ クス ター ト ア ッ プ

電源投入後、 正確な測定に も重要な変換器の機能を確立するためにい く つか設定を行な う 必要
があ り ます。 以下にこの例を示し ます。

ユーザ入力 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示

1. ENTER キーを押し ます。

2. コード 22 を入力し てセ ッ ト ア ッ プを編集し ま

す。 ENTER を押し ます。

3. 機能グループ 「サービ ス」 が表示される まで 

- キーを押し ます。

4. ENTER を押すと 設定でき る よ う にな り ます。

5. S1 で、 英語の場合は "ENG" と い う よ う に、

言語を選択し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

ENG = 英語
GER = ド イ ツ語

FRA = フ ラ ン ス語

ITA = イ タ リ ア語

NEL = オラ ンダ語

ESP = スペイ ン語

6. +/- キーを同時に押し て、 機能グループ

「サービ ス」 を終了し ます。

7. 機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 が表示される

まで - キーを押し ます。

8. ENTER を押すと 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 の設定がで

き る よ う にな り ます。

9. A1 で、 電極式の場合は "cond" と い う よ う に、

目的の操作モード を選択し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

cond = 電極式
ind = 電磁式

10. A2 で ENTER を押し て初期設定を確定し ます。

（A1 = conc の場合、 その他はステ ッ プ 12）

%
ppm

mg/l

TDS = 全蒸発残留物

な し

11. A3 で ENTER を押し て初期設定を確定し ます。

XX.xx
X.xxx

XXX.x

XXXX

12. A4 で ENTER を押し て初期設定を確定し ます。

auto、 µS/cm、 mS/

cm、

S/cm、 µS/m、 mS/m、

S/m

13. A5 で、 接続されたセンサのセル定数を入力し

ます。

正確な値についてはセンサの製造者証明書を参

照し て く ださい。

0.0025 ... 5.9 ... 99.99

S

SERVICE

S1

Language

ENG

A

SETUP 1

A1

Oper.Mode

cond

A2

Conc.Unit

%

A3

Format

XX.xx

A4

Unit

auto

5.900 A5

1/cm

Cellconst
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14. A6 でケーブルの抵抗を入力し ます （電極式セ

ンサのみ）

または

設置係数を入力し ます （電磁式センサのみ）。

0 
0 ～ 99.99

0.10 ～ 1 ～ 5.00

15. 表示を安定させる必要があ る場合は、 適切な測

定値移動平均係数を A7 に入力し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

表示が 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 の初期画面に戻 り ま

す。

1
1 ～ 60

16. - キーを押し て、 機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 

2」 を表示し ます。

17. ENTER を押し て 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 を編集し ま

す。

18. B1 で温度センサを選択し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

Pt 100
Pt 1k = Pt 1000

NTC30

fixed

19. B2 で、 リ ニアの場合は "lin" と い う よ う に、 プ

ロセスに適切な温度補償を選択し ます。

ENTER を押し て選択内容を確定し ます。

温度補償の詳細については 「セ ッ ト ア ッ プ 2」

の章を参照し て く だ さい。

lin = リニア
Tab = テーブル 1 ～ 4

NaCl = 食塩

（IEC 60746）

な し

20. B3 で温度係数  を入力し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

2.1 %/K
0.0 ～ 20.0 %/K

21. 温度の実際値は B5 に表示されます。 必要に応

じ て、 外部温度計によ る測定に即し て温度セン

サを校正し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

温度の実際値の表示

と 入力

-10.0 ～ 150.0 ℃

fixed

22. 温度の測定値と 入力値の差分が表示されます。

ENTER を押し ます。

表示が機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 の初期

画面に戻 り ます。

0.0 ℃
-5.0 ～ 5.0 ℃

23. - キーを押し て、 機能グループ 「電流出力」 を

表示し ます。

24. ENTER を押し て出力設定を編集し ます。

ユーザ入力 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示

Cable-Res

A60
@

A61.00

InstFac

A7

Damping

1

B

SETUP 2

B1

ProcTemp.

Pt100

B2

TempComp.

lin

B3

%/K

Alpha val

2.10

B5

C°

RealTemp.

0.0

B6

C°

TempOffs.

0.0

O

OUTPUT
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電磁式センサの場合はセンサの取付け前にエアセ ッ ト を行な う 必要があ り ます。 「校正」 の
章を参照し て く ださい。

25. O1 で、 出力 1 の場合は "Out1" と い う よ う に出

力を選択し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

Out1
Out2

26. O2 で リ ニア特性を選択し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

lin = リニア（1）
sim = シ ミ ュ レーシ ョ

ン

27. O211 で、 4 ～ 20 mA などの出力電流レ ンジを

選択し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

4 ～ 20 mA

0 ～ 20 mA

28. O212 で、 0 µS/cm などの変換器出力の 低電

流値に相当する導電率を入力し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

cond/ind ： 0.00 µS/cm
Conc ： 0.00 %
Temp ： 0.00 ℃

29. O213 で、 2000 mS/cm などの変換器出力の 大

電流値に相当する導電率を入力し ます。

ENTER を押し て確定し ます。

表示が機能グループ 「電流出力」 の初期画面に

戻 り ます。

cond/ind ： 2000 mS/
cm
Conc ： 99.99 %
Temp ： 150 ℃

30. 再度 +/- キーを同時に押す と測定モード に戻 り

ます。

ユーザ入力 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示

O1

Sel.Out

Out1

O2lin

Sel. Type

O2114-20

Sel.Range

O2120.00
µS/cm

0/4 mA

O2132000
mS/cm

20 mA
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6.4 システム設定

6.4.1 セ ッ ト ア ッ プ 1 （導電率）

壁面距離
センサ と パイプ壁面と の距離が測定精度に影響を及ぼし ます （図 17）。
設置距離が近い場合、 測定物内のイオン流動はパイプ壁面の影響を受けます。 いわゆる設置係数
によ って、 この影響を補正する こ と が可能です。
壁面か ら の距離が十分あ る 場合は （つ ま り 、 a > 15 mm / 0.59"） 、 設置係数は無視で き ま す
（f = 1.00）。壁面距離が小さい場合、電気的に絶縁されたパイプでは設置係数を増加させる （f > 1）
のに対し て、 導電性のあ るパイプではこれを減少させる （f < 1） 必要があ り ます （図 17）。
設置係数の決定方法については、 「校正」 章を参照し て く ださい。

a0005441

図 17 : 設置係数と壁面距離との相関関係

1 導電性パイプ壁面

2 絶縁性パイプ壁面

機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 では、 操作モード と センサ設定を変更でき ます。

イ タ リ ッ ク体の機能は、 基本バージ ョ ンに含まれません。

1

2

a [inch]

0 5 10 15 20 2525 a [mm]

0.80

1.00

1.20

1.40

f

0.20 0.39 0.59 0.79 0.98

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

A
機能グループ

「セットアップ 1」
基本設定

A1 操作モード の選択
cond = 電極式
conc = 濃度

表示は機器のバージ ョ ンによ って異な り

ます。

– cond

– conc

操作モード を変更する と 、 ユーザ

設定値が自動的に リ セ ッ ト されま

す。

A2

表示する濃度単位

の選択 （プラ ス

パッ ケージのみ）

%
ppm

mg/l

TDS = 全蒸発残留物

な し

A2 は A1 で conc. 選択時のみ表示

A

SETUP 1

A1

Oper.Mode

cond

A2

Conc.Unit

%
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A3
濃度単位の表示形

式の選択 

XX.xx
X.xxx

XXX.x

XXXX

A3 は A1 で conc. 選択時のみ表示

A4 表示単位の選択 
auto、 µS/cm、 mS/cm、

S/cm、 µS/m、 mS/m、 S/m

“auto” を選択する と 、 可能な 高の分解

能が自動的に選択されます。

A1 で conc. 選択時、 A4 は表示されませ

ん。

A5
接続されたセンサ

のセル定数の入力
0.0025 ～ 5.9 ～ 99.99 cm-1 セル定数の正確な値については製造者証

明書を参照し て く ださい。

A6

電極式 ：

ケーブル抵抗の

入力

0 
0 ～ 99.99

電極式センサの場合のみ表示。 標準ラ イ

ン抵抗に実際のケーブル長を掛けます。

CYK71 ： 0.165 /m

電磁式 ：

設置係数の入力
0.10 ～ 1 ～ 5.0

こ こ で設置係数を編集でき ます。 この補

正係数は C1 （3） で確定し ます。 「校正」

章または設置係数グ ラ フ を参照し て く だ

さい。

A7
測定値移動平均の

入力

1
1 ～ 60

このフ ィ ール ド によ って設定し た回数の

測定値を平均化し ます。 測定値に大き な

ふらつきがあ る と きに表示を安定させる

場合などに使用されます。

移動平均を算出し ない場合は “1” を入力

し て く ださい。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

A3

Format

XX.xx

A4

Unit

auto

5.900 A5

1/cm

Cellconst

Cable-Res

A60
@

A61.00

InstFac

A7

Damping

1
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6.4.2 セ ッ ト ア ッ プ 2 （温度）

温度係数  は温度変化 1 ℃ あた り の導電率の変化を指定する ものです。 温度係数は測定物の化
学組成と その温度に応じ て異な り ます。
この液体温度依存性を補償するために、本変換器では 4 種類の温度補償タ イプを選択する こ と が
でき ます。

• リ ニア温度補償
• NaCl 補償
• テーブル入力によ る温度補償

リニア温度補償
2 点間の温度変化を一定、 すなわち  = 一定と
みな し ます。 リ ニア補償の場合には、  値を編
集でき ます。 フ ィ ール ド B7 で基準温度の編集
が可能です。 初期設定は 25 °C （77 °F） です。

C07-CLD132xx-05-06-00-xx-009.eps

図 18 : リ ニア温度補償

* 非補償導電率

NaCl 補償
NaCl 補償 （IEC 60746 に準拠） は温度係数と温
度の関係を定義する、 固定非線形曲線に基づき
ます。 この曲線は NaCl 約 5% までの低濃度時に
使用し ます。

C07-CLD132xx-05-06-00-xx-010.eps

図 19 : NaCl 補償

1
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テーブル入力による温度補償
プラ スパッ ケージ仕様の変換器の場合、温度に相当する温度係数  をテーブル形式で入力でき ま
す。温度補償の α テーブル機能を使用する場合、測定するプロセス液体に関する次の導電率デー
タが必要です。

温度 T と導電率  の値、 こ の と き
•  （T0） ： 基準温度 T0

•  （T） ： プロセス中に発生する温度

C07-CLM153xx-05-06-00-xx-003.eps

図 20 : 温度係数の決定

A 必要なデータ

B 計算された  値

以下の式を使ってプロセス中に発生する温度の  値を計算し ます。

この式で求めた  T 値ペアを機能グループ 「α テーブル」 の T5 と  T6 のフ ィ ール ド に入力し
ます。

T1 T0 T2 T T

k2

k1

�

k( )T0

T1 T2

a1

a2

a

A B

a = 100%
k(T )0

k k(T) - (T )0

T - T0

. ; T T¹ 0
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機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 では、 温度測定の設定を変更でき ます。
イ タ リ ッ ク体の機能は、 基本バージ ョ ンに含まれません。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

B
機能グループ

「セットアップ 2」
温度測定の設定

B1 温度センサの選択

Pt100
Pt1k = Pt 1000

NTC30

fixed

"fixed" （固定） に設定されている場合 ：

固定温度値が B4 に指定されている場合

は、 手動温度補正 （MTC）、 温度測定な

し。 "fixed" の場合は温度出力な し。

B2
測定補償タ イプの

選択

な し

lin = リニア
NaCl = 食塩 （IEC 60746）

Tab = テーブル

この機能は濃度測定時は表示されませ

ん。

B3 温度係数  の入力
2.10 %/K
0.00 ～ 20.00 %/K

B2 = lin 選択時のみ表示。

B2 の設定がその他の場合、 B3 のフ ィ ー

ル ド は無効にな り ます。

B4
プロセス温度の

入力

25 ℃
-10.0 ～ 150.0 ℃

B1 = fixed 選択時のみ表示。

指定は ℃ 単位でのみ可能。

B5
温度表示および

温度センサ校正

温度の実際値の表示と 入力

-15.0 ～ 150.0 ℃

これは、 外部温度計によ る測定に即し て

温度センサを校正する場合に使用し ま

す。 B6 に影響。

B1 = fixed 選択時は非表示。

B6
温度差分 （オフ

セ ッ ト ） の入力

現在のオフセット
-5.0 ～ 5.0 ℃

オフセ ッ ト は入力値と 測定温度と の差で

す。

B1 = fixed 選択時は非表示。

B7 基準温度の入力 
25 ℃
-35.0 ～ 250 ℃

B

SETUP 2

B1

ProcTemp.

Pt100

B2

TempComp.

lin

B3

%/K

Alpha val

2.10

B4

C°

ProcTemp.

25.0

B5

C°

RealTemp.

0.0

B6

C°

TempOffs.

0.0

B7

C°

ref temp.

25.0
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6.4.3 電流出力

機能グループ 「電流出力」 を使用し て、 出力を設定する こ と が可能です。 出力を確認する ために、
電流出力値をシ ミ ュ レーシ ョ ンでき ます （O2 （2））。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

O
機能グループ

「電流出力」
電流出力の設定。

O1 電流出力の選択
Out1
Out 2

各出力毎に異な る特性を選択する こ と

ができ ます。

O2 （1）
リ ニア特性の入力

または出力

Lin = リニア （1）

Sim = シ ミ ュ レーシ ョ ン

（2）

特性の勾配はプラ ス方向、マ イナス方向

いずれにもでき ます。

O211 電流レ ンジの選択
4 ～ 20 mA
0 ～ 20 mA

O212

0/4 mA の値 ：

該当する測定値を

入力

cond/ind ： 0.00 µS/cm
Conc ： 0.00 %
Temp ： 0.0 ℃

変換器の電流出力初期値 （0/4 mA） に

相当する測定値を入力でき ます

（表 ： 技術データ を参照）。

O213

20 mA の値 ：

該当する測定値を

入力

cond/ind ： 2000 mS/cm
Conc ： 99.99 %
Temp ： 150 ℃

変換器の電流出力 終値 （20 mA） に相

当する測定値を入力でき ます

（表 ： 技術データ を参照）。

O2 （2）
電流出力シ ミ ュ

レーシ ョ ン

Lin = リ ニア （1）

Sim = シミュレーション
（2）

シ ミ ュ レーシ ョ ンは （1） または （3）

を選択する こ と によ り 終了し ます。

O221
シ ミ ュ レーシ ョ ン

値の入力

現在の値
0.00 ～ 22.00 mA

現在の値を入力する と 、 この値が電流

出力に直接出力されます。

O

OUTPUT

O1

Sel.Out

Out1

O2lin

Sel. Type

O2114-20

Sel.Range

O2120.00
µS/cm

0/4 mA

O2132000
mS/cm

20 mA

O2sim

Sel. Type

O2214.00
mA

Simulat.
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6.4.4 アラーム

機能グループ 「ア ラーム」 では、 各種ア ラームの定義と出力接点の設定ができ ます。 各エラー毎
に、 接点出力と エラー電流の有効 / 無効を定義する こ と ができ ます。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

F
機能グループ

「アラーム」 
ア ラーム機能の設定

F1 接点タ イプの選択
Latch = ステータス接点
Momen = ワ ンシ ョ ッ ト 接点

こ こ で選択する接点タ イプはア ラーム接

点だけに適用されます。

F2 時間単位の選択
min
s

F3
ア ラーム遅延の

入力

0 分（秒）
0 ～ 2000 分 （秒）

F2 で選択し た単位に応じ て、 ア ラーム

遅延を秒単位または分単位で入力し ま

す。

F4 エラー電流の選択
22 mA
2.4 mA

F5 ですべてのエラー電力出力を無効と

設定する場合でも、 このフ ィ ール ド の選

択は行な う 必要があ り ます。

O211 で "0-20 mA" を選択し た場

合、 "2.4 mA" は使用でき ない可能

性があ り ます。

F5 エラーの選択
1
1 ～ 255

ア ラーム出力を設定するすべてのエラー

を選択し て く ださい。

エラーはエラーコード で選択し ます。

個々のエラーコード の内容については

「システムエラー メ ッ セージ」 の表を参

照し て く だ さい。 こ こ で編集を行なわな

い限 り 、 初期設定が有効と な り ます。

F6

選択し たエラーに

有効なア ラーム接

点を設定

yes
no

"no" を選択し た場合、 その他すべてのア

ラーム設定 （ア ラーム遅延等） も無効と

な り ます。 設定自体は保持されます。

この設定は F5 で選択し たエラーのみに

適用されます。

E080 以降は、 初期設定は no と な り ま

す。

F7

選択し たエラーに

有効なエラー電流

を設定

no
yes

F4 で選択し たエラー電流出力を行な う

かど う かが こ こ で設定されます。

この設定は F5 で選択し たエラーのみに

適用されます。

F8
メ ニューに戻る / 

次のエラー選択

next = 次のエラー

R

R を選択する と 画面が F に戻 り ます。

next を選択する と画面は F5 に戻 り ま

す。

F

ALARM

F1

Cont.Type

Latch

F2

Time Unit

min

F3

min

Err.Delay

0

F4

Err.Curr

22mA

F5

Sel.error

1

F6

Rel.Assg

yes

F7

Curr.Assg

no

F8

Select

next
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6.4.5 チ ェ ッ ク

分極検知

分極は、 電極式導電率センサの測定範囲の極限界で、 センサ と測定溶液の境界において発生し ま
す。 本変換器にはイ ンテ リ ジェ ン ト な評価プロセス を利用し た分極検知機能があ り ます。 発生す
るエラーコード は E071 です。

PCS アラーム（プロセスチェックシステム）
こ の機能 （フ ィ ール ド P2） は測定信号の偏差チェ ッ ク に使用し ます。 選択し た時間枠内に測定
信号が不変だった場合は、 ア ラーム （E152） が発生し ます。 センサのこのよ う な動作の原因と し
ては、 汚れの付着やケーブルの破損などが考え られます。

C07-CxM2x3xx-05-06-00-xx-001.eps

図 21 : PCS アラーム （ラ イブチ ェ ッ ク）

A 測定信号が一定 = PCS ア ラーム時間が経過する と ア ラームが出力される

PCS ア ラームはセンサ信号が変化する と自動的に解除されます。

A

t

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

P
機能グループ

「チェック」 
センサ と プロセスモニタ リ ングの設定

P1

分極検知機能オン / 

オフ切替 （電極式

のみ）

Off
On

分極は電極式センサのみで発生し ます。

分極は検出されますが、 補償はされませ

ん。

（エラーコード ： E071）。

P2

PCS ア ラームの

設定

（ラ イブチェ ッ ク）

off
1 時間

2 時間

4 時間

ア ラームが発生し た際の制御出力を設定

し ます。

XXXX = 制御出力をオフにし ない。

XXXX! = 制御出力をオフにする。

（エラーコード ： E152）。

P

CHECK

P1

Pol.Detec

Off

P2

PCS alarm

off
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6.4.6 リ レー接点の設定

機能グループ 「 リ レー」 を使用するには、基本バージ ョ ンには含まれない リ レー基板が必要です。

導電率測定値と温度の警報値

リ レー接点には、 さ まざまな機能を割 り 当てる こ と ができ ます。
警報 ON ポイ ン ト 、 警報 OFF ポイ ン ト や ON/OFF 遅延時間の設定を行な う こ と ができ ます。 さ
らにア ラーム出力や洗浄機能ス ター ト 用に、 ア ラーム し きい値を設定する こ と が可能です。
これらの機能は、 導電率および温度の測定に使用でき ます。

リ レー接点の状態については、 図 22 にわか り やす く 示し ます。
• 測定値が上昇し て （ 大機能） ON ポイ ン ト （t1） を超え、 ON 遅延時間 （t1 - t2） が経過する

と、 リ レー接点が励起し ます （t2）。

さ らにア ラーム し きい値 （t3） を超え、 ア ラーム遅延時間 （t4 - t3） （フ ィ ール ド F3） が経過す
る と、 今度はア ラームが出力されます。

• 測定値が下が り 始め、 ア ラーム し きい値を下回る と （t5)、 ア ラーム出力が解除されます。 さ

らに OFF 遅延時間 （t6- t7） が経過する と、 リ レー接点が開磁し ます （t7）。

• ON 遅延時間、 OFF 遅延時間 と もに 0 秒に設定する と、 警報 ON/OFF ポイ ン ト がそのま ま リ
レー接点の切替ポイ ン ト と な り ます。

下限動作の場合も、 上限動作と同様の設定を行ないます。

C07-CxM2x3xx-05-06-00-xx-003.eps

図 22 : 警報と リ ミ ッ ト 値機能の関係図

A

B

警報 ON ポ イ ン ト  > 警報 OFF ポ イ ン ト ： 上限動作

警報 ON ポ イ ン ト  < 警報 OFF ポ イ ン ト ： 下限動作

1

2

3

4

ア ラーム し きい値

警報 ON ポ イ ン ト

警報 OFF ポ イ ン ト

接点 ON

5

6

7

警報 ON

警報 OFF

接点 OFF

t1

t1

t2

t2

t3

t3

t4

t4

t5

t5

t6

t6

t7

t7

t

t

B

1

2
3

3
2

1

4

5
6

7

4

5
6

7

A
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機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

R
機能グループ

「リレー」 
リ レー接点の設定

R1

設定する接点の

選択

Rel1
Rel2

R2

R1 オフ / オン切 り

替え機能

Off
On

すべての設定は保持されます。

R3

警告 ON ポ イ ン ト

入力

cond/ind ： 2000 mS/cm
Conc ： 99.99 %

警告 ON ポ イ ン ト と 警告 OFF ポ イ ン ト

は決し て同じ値に設定し ないで く ださ

い。

（A1 で選択し た操作モード のみ表示さ

れます）。

R4

警告 OFF ポ イ ン ト

の入力

cond/ind ： 2000 mS/cm
Conc ： 99.99 %

警告 OFF ポ イ ン ト を入力する と、 上限

動作 （警報 OFF ポ イ ン ト  < 警報 ON 

ポ イ ン ト ） または、 下限動作 （警報 

OFF ポ イ ン ト  > 警報 ON ポ イ ン ト ） が

選択され、 ヒ ステ リ シス機能を実行し

ます （「ア ラーム と リ ミ ッ ト 機能図」 を

参照）。

R5
オン遅延の入力

0 秒
0 ～ 2000 秒

R6
オフ遅延の入力

0 秒
0 ～ 2000 秒

R7

ア ラーム し きい値

の入力

cond/ind ： 2000 mS/cm
Conc ： 99.99 %

ア ラーム し きい値を超え る と 、 変換器

がア ラームを出力し、 エラー メ ッ セー

ジ と エラー電流を出力し ます （フ ィ ー

ルド F3 のア ラーム遅延に注意し て く だ

さい）。

下限警報設定時は、 ア ラーム し きい値

には OFF ポ イ ン ト よ り 小さい値を設定

し ます。

R

RELAIS

R1

Sel.Relay

Rel1

R2Off

Function

2000
mS/cm

R3

On value

2000
mS/cm

R4

Off value

0
s

R5

On delay

0
s

R6

Off delay

2000
mS/cm

R7

A.Thresh
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6.4.7 テーブル入力による温度補償

この機能グループは、 テーブルを使用し た温度補償の実施に使用し ます （フ ィ ール ド B2)。
フ ィ ール ド T5 および T6 に T 値ペアを入力し ます。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

T
機能グループ

「α テーブル」
温度補償の設定

T1 テーブルの選択 
1
1 ～ 4

編集する テーブルの選択

T2
テーブルオプシ ョ

ンの選択

read
edit

T3
入力ポ イ ン ト 数の

入力

1
1 ～ 10

大で 10 組の組み合わせを  テーブル

に入力でき ます。 1 ～ 10 までの番号が

割当て られ、 個別で も また連続し て も編

集でき ます。

T4
入力ポ イ ン ト 数の

選択

1
1 ～ テーブル値ペア数

assign

機能コード T4 ～ T6 は、 T3 で設定し た

回数に応じ て反復し ます。 後に 

"Assign" が表示されます。 確定後、 シス

テムは T7 にジ ャ ンプし ます。

T5
温度値の入力

（x 値）

0.0 ℃
-35.0 ～ 250.0 ℃

ポ イ ン ト 間の温度差は 低 1 K 必要で

す。

テーブルの値ペアの温度値の初期設定 ：

0.0 ℃、 10.0 ℃、 20.0 ℃、 30.0 ℃ ...

T6
温度係数  の入力

（y 値）

2.10 %/K
0.00 ～ 20.00 %/K

T8

テーブルステータ

スが OK かど う か

の メ ッ セージ

yes
no

表示のみ

“no” の場合はテーブルを正し く 設定す

るか （すべての前入力データは維持） ま

たは測定モード に戻 り ます （入力データ

は消去）。

T

ALPHA TAB

T11

editCurve

T2

Sel.Table

read

T31

No.Elem.

T41

Sel.Elem.

T50.0
¡C

Temp.val.

T62.10
%/K

alpha val

T8

Status ok

yes
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6.4.8 温度係数の決定

この機能グループを使用し て、 温度係数を決定し ます。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

D
機能グループ

「温度係数」

D1 補償導電率の入力
現在の値
0 ～ 9999

このプロセスで使用する測定物の 25 ℃

時の導電率測定値 （非補償） を編集し ま

す。

D2
非補償導電率の

表示

現在の値
0 ～ 9999

非補償導電率が表示されます （編集不

可）。

D3 現在の温度の表示
現在の値
-35.0 ～ +250.0 ℃

現在の温度が表示されます （編集不可）。

この値を メ モし ておいて く ださい。

D4
決定し た  値の

表示
この値を メ モし ておいて く ださい。

D

Det.alpha

2000 D1

µS/cm

Cond.comp

2077 D2

µS/cm

Cond.unc.

60.0 D3

¡C

Meas.temp

2.20 D4

%/K

alpha val
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6.4.9 濃度測定

この変換器は導電率の値を濃度値に変換する こ と ができ ます。 これには、 動作モード を濃度測定
に設定し ます （フ ィ ール ド A1 参照）。
次に濃度計算で使用する基本データ を入力し ます。
液体の導電率特性が必要です。 これは、 液体のデータ シー ト を参照するか、 測定する と わか り ま
す。

1. プロセスで発生する濃度の液体サンプルを作成し ます。

2. プロセスで発生する と想定される温度でこ のサンプルの非補償導電率を測定し ます。
- プロセス温度が変化する場合 ：

プロセス温度の変化を考慮し なければな ら ない場合、 低 2 つの異なる温度 （ 低プロセ
ス温度 と 高プ ロ セス温度が望ま し い） で作成し た各サンプルを測定する必要があ り ま
す。サンプル間の温度値は同じでなければな り ません。差があ る場合はその差が 0.5 ℃ 以
下であ る こ と。
こ の変換器では 低 4 つの基準が必要であ る ため、 少な く と も 2 つの異なる濃度のサン
プルを 2 つの異なる温度で測定し ます。

- プロセス温度が一定の場合 ：

濃度が異なるサンプルを この一定のプロセス温度で測定し ます。
低 2 つのサンプルが必要です。
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終的には下図に示す測定データに近い結果が得られるはずです。

C07-CLD132xx-05-06-00-xx-012.eps

図 23 : プロセス温度が変化する場合の測定データ （例）


C

T

導電率

濃度

温度

1

2

測定点

測定範囲

C07-CLD132xx-05-06-00-xx-015.epsB

図 24 : プロセス温度が一定の場合の測定データ （例）


C

導電率

濃度

T

1

一定温度

測定範囲

測定点から得た特性は、プロセス条件内で
厳密に単調増加ま たは単調減少し ていな
ければな り ません。 し たがって、 大値 /

小値 も 動作が一定にな る範囲 も生じ ま
せん。 図 25 に示される よ う な曲線は不可
と な り ます。

C07-CLD132xx-05-06-00-xx-016.eps

図 25 : 許容されない特性曲線
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値の入力
フ ィ ール ド K7 ～ K9 に測定し た各サンプルの特性値を 3 つ入力し ます （非補償導電率、 温度、
濃度の 3 つの値）。

• プロセス温度が変化する場合 ：

上記 3 つの値の組み合わせを少な く と も 4 つ入力し ます。

• プロセス温度が一定の場合 ：

上記 3 つの値の組み合わせを少な く と も 2 つ入力し ます。

以下に注意し て く ださい。

• 測定し たサンプルの濃度 と 温度がプ ロ セスの測定範囲に一致し てい る かど う かを確認し て く

ださい。 プロセスの測定値がサンプル値の範囲を超えている と、 精度に大き く 影響し、 エラー
メ ッ セージ E078 または E079 が表示されます。

• 使用する各温度に 0 µS/cm および 0 % の 3 つの値の組み合わせを追加入力する と、 エラー メ ッ

セージが表示される こ と な く 十分な精度で測定範囲の最初から開始でき ます。
値は濃度の低いほ う から入力し ます （下の例を参照）。

mS/cm % ℃

240 96 60

380 96 90

220 97 60

340 97 90

120 99 60

200 99 90
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イ タ リ ッ ク体の機能は、 基本バージ ョ ンに含まれません。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

K
機能グループ

「濃度」

この機能グループには、 固定および編集

可能な 4 つの濃度フ ィ ール ド が保存され

ます。

K1

表示値の計算に使

用する濃度曲線の

選択

NaOH 0 ～ 15 %
H2SO4 0 ～ 30 %

H3PO4 0 ～ 15 %

HNO3 0 ～ 25 %

User 1 ～ 4

K2 補正係数の選択
1
0.5 ～ 1.5

補正係数の選択が必要な場合 （ユーザ

テーブルの場合のみ）

K3
編集する テーブル

の選択

1
1 ～ 4

曲線を編集する と きは、 別の曲線を使っ

て現在の表示値を計算する必要があ り ま

す （K1 参照）。

K4
テーブルオプシ ョ

ンの選択

read
edit

この選択はすべて濃度曲線に適用されま

す。

K5
基準組み合わせ数

の入力

1
1 ～ 16

各組み合わせはそれぞれ 3 つの数値で構

成されます。

K6 組み合わせの選択
1
1 ～ K5 での組み合わせ数

どの組み合わせも編集可能です。

K7
K6 用の非補償導電

率値の入力
0.0 ～ 9999 mS/cm

機能コード K6 から K9 は、 K5 で設定し

た回数自動的に反復し ます。 入力が完了

する と  K10 にジ ャ ンプし ます。

K8
K6 に対応する濃度

の入力
0.00 ～ 99.99 ％

測定単位は、 A2 で設定し た単位で表示

されます。

表示方式は、 A3 で設定し た方式で表示

されます。

K

CONCENTRA

K1NaOH

akt.Curve

K21

Conc.Fact

K31

editCurve

K4read

Table

K51

No.Elem.

K61

Sel.Elem.

K70.0
µS/cm

conduct.

K80.0
%

concentr.
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K9
K6 に対応する温度

の入力
-35.0 ～ 250.0 ℃

K10

テーブルステータ

スが OK かど う か

の メ ッ セージ

yes
no

表示のみ

“no” の場合はテーブルを正し く 設定す

るか （すべての前入力データは維持） ま

たは測定モード に戻 り ます （入力データ

は消去）。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

K90.0
¡C

Temp.val.

K10

Status ok

yes
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6.4.10 サービス

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

秒
機能グループ

「サービス」 
サービ ス機能の設定

S1 言語の選択

ENG = 英語
GER = ド イ ツ語

FRA = フ ラ ン ス語

ITA = イ タ リ ア語

NL = オラ ンダ語

ESP = スペイ ン語

このフ ィ ール ド は、 機器の設定時に 1 回

設定する必要があ り ます。 設定後は、 S1 

を終了し てほかの設定に進むこ と ができ

ます。

S2 ホール ド機能
froz = 最後の値
fix = 固定値

"froz" = ホール ド機能を作動させる前の

後の値を表示し ます。

"fix" = ホール ド機能を作動させる と、 S3 

で入力し た固定値が表示されます。

S3
電流出力の固定値

の入力

0
0 ～ 100 % （電流出力値に対し

て）

S2 の場合のみ = 固定値

S4 ホール ド設定

S+C = セットアップおよび
校正時のホールド
Cal = 校正時のホール ド

Setup = セ ッ ト ア ッ プ時のホー

ル ド

None = ホール ド な し

S = セ ッ ト ア ッ プ

C = 校正

S5 手動ホール ド
Off
On

S6
ホール ド遅延時間

の入力

10 秒
0 ～ 999 秒

S7

フード パッ ケージ

用のソ フ ト ウ ェ ア

ア ッ プグレード

リ リ ース コード の

入力

0000
0000 ～ 9999

「フード パッ ケージ」 用の リ リ ース コー

ド は、 すでに工場で入力されています。

セン ト ラルモジ ュールを交換し た場合に

のみ、 このコード を編集し て く ださい。

S8
オーダー番号の

表示

機器がア ッ プグレード されて も、 オー

ダーコード は自動的には調整されませ
ん。

S

SERVICE

S1

Language

ENG

S2froz.

Holdeffec

S30

Fixed Val

S+C S4

Auto HOLD

S5

Man. HOLD

Off

10 S6

s

Cont.Time

0000 S7

FoodCode

order S8

CD0005
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S9
シ リ アル番号の

表示

S10

変換器を基本設定

に リ セ ッ ト
no
Sens = センサデータ を リ セ ッ

ト

Facty = 初期設定に リ セ ッ ト

Sens = センサデータが消去されます （温

度オフセ ッ ト 、 空気ゼロ点調整値、 セル

定数、 設置係数、 シ リ アル番号）。

Facty = 言語 （フ ィ ール ド S1） 以外のす

べてのデータが消去され、 初期設定に リ

セ ッ ト されます。

S11
変換器テス ト の

実行

No
Displ = デ ィ スプレ イ テス ト

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

S9

12345678

SerNo

S10

S.Default

no

S11

Test

no
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内部抵抗の補正
電極式センサで高導電率 （> 45 mS/cm） の測定を行 う 場合は、 変換器の内部抵抗を補正する必要
があ り ます。 これを行わない と、 場合によ っては 1 % 以上の測定誤差が発生する可能性があ り ま
す。
フ ィ ール ド S12 ～ S14 を使用し て、 変換器の内部抵抗を確定し、 保存し ます。 この値に応じ て、
導電率は補正されます。
電磁式センサの場合は、 この補正を実施する必要はあ り ません。

補正手順は以下の通 り です。

1. 変換器の電源を切 り ます。

2. 変換器を取 り 外し ます。

3. センサを外し て、 テス ト 抵抗器 （納入範囲に含まれる） を端子 83 および 84 に接続し ます。
納入された抵抗器のみを使用し、 他のものは使わないで く ださ い。

4. 電源を再接続し ます。

5. メ ニューフ ィ ール ド S12 ～ S14 を実行し ます。

変換器の再取 り 付け手順は以下の通 り です。

1. 変換器の電源を切 り ます。

2. テス ト 抵抗器を取 り 外し ます。

3. センサを接続し ます （「配線」 章を参照）。

4. 変換器を再度取 り 付けます （「設置」 章を参照）。

5. 電源を再接続し ます。

ケーブル抵抗は考慮されていません （フ ィ ール ド A6 を参照）。

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

S12 内部抵抗の補正 
off

on
補正を開始し ます。

S13
抵抗の確定ステー

タ ス

wait（待機）
o.k.

E xxx

カ ウ ン ト ダウ ン ： 30 秒

ステータ スが OK でない場合、 エラー E 

xxx が表示されます。

S14
補正値を保存し ま

すか？

yes
no

new

S13 = E xxx の場合 ： "yes" または "no" 

のみ。

"new" の場合 ： S12 に戻 り ます。

保存された内部抵抗は、 新たな補正が実

施される まで有効です。

S12offError

Ri-Calib.

S13

Status30s

wait

S14yes

Store
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6.4.11 E+H サービス

機能コード フィールド 設定レンジ
（初期設定は太字）

表示 注意

E
機能グループ

「E+H グループ」 
変換器のバージ ョ ンに関する情報

E1 モジュールの選択

Contr = コントローラ （1）

Trans = 変換器 （2）

Main = 電源ユニ ッ ト （3）

Sens = センサ （4）

E111

E121

E131

E141

ソ フ ト ウ ェ アバー

ジ ョ ンの表示

E1 が contr の場合は機器のソ フ ト ウ ェ

ア

E1 が trans、 main の場合はモジュール

のフ ァーム ウ ェア

E1 が sens の場合はセンサのソ フ ト

ウ ェア

E112

E122

E132

E142

ハード ウ ェ アバー

ジ ョ ンの表示
表示機能のみ

E113

E123

E133

E143

シ リ アル番号の

表示
表示機能のみ

E114

E124

E134

E144

モジュール ID の

表示
表示機能のみ

E

E+H SERV

E1

Select

Contr

E111

SW-Vers.

xx.xx

E112

HW-Vers.

xx.xx

E113

12345678

SerNo

E114

Modul-ID

LSG
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6.4.12 リ モー ト 測定範囲切替 （MRS）

リ モー ト レンジ切替機能によ り 、 大 4 種類の物質に関するパラ メ ータセ ッ ト 一式を入力でき ま
す。

各パラ メ ータセ ッ ト の個別の設定 ：
• 操作モード （導電率または濃度）
• 温度補償
• 電流出力 （主なパラ メ ータおよび温度）
• 濃度テーブル
• 警報 リ レー

バイナリ入力の割当て
本変換器には 2 つのバイナ リ 入力があ り ます。 これは、 フ ィ ール ド M1 で次のよ う にし て設定で
き ます。

4 つのパラメータセットの設定
例 ： CIP 洗浄

フィールド M1 の割当て バイナリ入力の割当て

M1 = 0 MRS は非作動。 バイナ リ 入力 1 は外部ホール ド に使用でき ます。

M1 = 1
バイナ リ 入力 2 を使用し て、 2 つの測定範囲 （パラ メ ータセ ッ ト ） を切 り 替

え る こ と ができ ます。 バイナ リ 入力 1 は外部ホール ド に使用でき ます。

M1 = 2
バイナ リ 入力 1 と  2 を使用し て、 4 つの測定範囲 （パラ メ ータセ ッ ト ） を切

り 替え る こ と ができ ます。 た と えば、 これは次の例で使用される設定です。

バイナリ入力 1 0 0 1 1

バイナリ入力 2 0 1 0 1

パラメータ
セット

1 2 3 4

機能コード /
ソフトウェア
フィールド

測定物 ビール 水 アルカリ溶液 酸

M4 操作モード 導電率 導電率 濃度 濃度

M8, M9 電流出力 1 ～ 3 mS/cm 0.1 ～ 0.8 mS/cm 0.5 ～ 5 ％ 0.5 ～ 1.5 ％

M6 温度補償 ユーザテーブル 1 リ ニア - -

M5 濃度テーブル - - NaOH ユーザテーブル

M10, M11 警報
on ： 2.3 mS/cm

off ： 2.5 mS/cm

on ： 0.7 µS/cm

off ： 0.8 µS/cm

on ： 2 %

off ： 2.1 %

on ： 1.3 %

off ： 1.4 %
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機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

M
機能グループ

「MRS」

リ モー ト レ ンジ切替 （測定範囲切替） の

設定。

M1 + M2 ： 測定モード に適用されます。

M3 ～ M11 ： パラ メ ータセ ッ ト の設定に

適用されます。

M1
バイナ リ 入力の

選択

1
0, 1, 2

0 = MRS な し

1 = バイナ リ 入力 2 を使用し て、 2 つの

パラ メ ータセ ッ ト を選択でき ます。 バイ

ナ リ 入力 1 はホール ド用です。

2 = バイナ リ 入力 1 +2 を使用し て、 4 つ

のパラ メ ータセ ッ ト を選択でき ます。

M2

ア ク テ ィ ブなパラ

メ ータセ ッ ト の表

示、 または M1 = 0 

の場合は、 ア ク

テ ィ ブなパラ メ ー

タセ ッ ト の選択

1
1 ～ 4 ： M1 = 0 の場合

M1 = 0 の場合、 選択可能。

M1 = 1 または 2 の場合、 バイナ リ 入力

に応じ た表示。

M3

M4 ～ M16 で設定

するパラ メ ータ

セ ッ ト の選択

1
1 ～ 4 ： M1=0 の場合

1 ～ 2 ： M1=1 の場合

1 ～ 4 ： M1=2 の場合

設定するパラ メ ータセ ッ ト を選択し ます

（アクティブなパラ メ ータセ ッ ト は M2 

またはバイナ リ 入力で選択されます）。

M4 操作モード の選択
cond = 電極式
conc = 濃度

操作モード は、 各パラ メ ータセ ッ ト に対

し て個別に設定でき ます。

M5 測定物の選択

NaOH、 H2SO4、 H3PO4、

HNO3

テーブル 1 ～ 4

M4 = conc の場合のみ使用可能。

M6 温度補償の選択

none、 lin、 NaCl、

テーブル 1 ～ 4 （M4 = cond の

場合）

M4 = cond の場合のみ使用可能。

M7  値の入力
2.10 %/K
0 ～ 20 %/K

M6 = lin の場合のみ入力可能。

M8
0/4 mA 値の測定値

の入力

Cond. ： 0 ～ 2000 mS/cm

Conc. ： 0 ～ 99.99 %

濃度の場合 ：

フ ィ ール ド A2 で単位の編集

フ ィ ール ド A3 で形式の編集

M9
20 mA 値の測定値の

入力

Cond. ： 0 ～ 2000 mS/cm
Conc. ： 0 ～ 99.99 %

濃度の場合 ：

フ ィ ール ド A2 で単位の編集

フ ィ ール ド A3 で形式の編集

M

MRS

M1

Bin.Input

2

M2

Act.MR

1

M3

Edit MR

1

M4

Oper.Mode

cond.

M5

Conc.Tab.

NaOH

M6

TempComp

lin

M7

%/K

alpha val

2.10

M8

µS/cm

0/4 mA

0

M9

mS/cm

20 mA

2000
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リ モー ト レ ンジ切替を選択する と、 入力されたパラ メ ータセ ッ ト が内部で処理されますが、
フ ィ ール ド A1、 B1、 B3、 R2、 K1、 O212、 O213 には 初の測定範囲の値が表示されます。

M10
設定する接点の

選択

Rel 1
Rel 2

M11
リ レーオフ / オン

切 り 替え機能

Off
On

すべての設定は保持されます。

M12
警報 ON ポ イ ン ト

の入力

Cond. ： 0 ～ 2000 mS/cm
Conc. ： 0 ～ 99.99 %

濃度の場合 ：

フ ィ ール ド A2 で単位の編集

フ ィ ール ド A3 で形式の編集

警告 ON ポ イ ン ト と 警告 OFF ポ イ ン ト

は決し て同じ値に設定し ないで く ださ

い。

M13
警報 OFF ポ イ ン ト

の入力

Cond. ： 0 ～ 2000 mS/cm
Conc. ： 0 ～ 99.99 %

警告 OFF ポ イ ン ト の入力によ り 、 上限

動作 （警報 OFF ポ イ ン ト  < 警報 ON ポ

イ ン ト ） または、 下限動作 （警報 OFF 

ポ イ ン ト  > 警報 ON ポ イ ン ト ） が選択さ

れ、 それによ り 、 常に必要な ヒ ステ リ シ

ス機能が実行されます。 警告 OFF ポ イ

ン ト と 警告 ON ポ イ ン ト は決し て同じ値

に設定し ないで く ださい。

M14 オン遅延の入力
0 秒

0 ～ 2000 秒

M15 オフ遅延の入力
0 秒

0 ～ 2000 秒

M16
ア ラーム し きい値

の入力

Cond. ： 0 ～ 2000 mS/cm

Conc. ： 0 ～ 99.99 %

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

Rel1 M10

Sel.Relay

M11Off

Function

2000 M12

mS/cm

PV on

2000 M13

mS/cm

PV off

0
s

M14

On Delay

0
s

M15

Off Delay

0
mS/cm

M16

A.Tresh
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6.5 校正

機能グループ 「校正」 にア ク セスするには、 CAL キーを押し て く ださい。
この機能グループは変換器の校正および調整に使用されます。 次の 2 種類の校正が可能です。

• 既知の導電率を持つ校正液での測定によ る校正
• 導電率センサの正確なセル定数の入力によ る校正

以下に注意し て く ださい。
• 電磁式センサを 初に起動する と きには、 計測システムで正確な測定値が出力される よ う 必

ずエアセ ッ ト が必要です。
• + キー と - キーを同時に押し て校正を中止し た （C114、 C126、 または C136 に戻る） 場合、 ま

たは校正に失敗し た場合は、 前回の校正データが復元されます。 校正エラーは、 デ ィ スプレ
イ上に “ERR” と い う メ ッ セージ と センサシンボルの点滅で表示されます。
その場合は、 再校正を行なって く ださい。

• 校正の際、 機器は自動的にホール ド に切 り 替え られます （初期設定）。
• 校正後、 機器は測定状態に戻 り ますが、 ホール ド遅延時間の間はホール ド シンボルが表示さ

れます。
• 電極式センサの場合、 関係があ るのはフ ィ ール ド C121 または C126 のみです。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

C
機能グループ

「校正」
校正の設定

C1 （1）

リ ング型開口部の

電磁式センサの

校正

Airs = 空気ゼロ点調整 （1）

Cellc = セル定数 （2）

InstF = 設置係数 （3）

電磁式センサを設定する場合、 空気ゼ

ロ点調整は必須です。

センサの校正は空気中で行ないます。

センサは乾燥し た状態でなければな り

ません。

センサを測定液から取 り 出し、 完全に乾燥させます。

C111
残留結校正開始

（エアセ ッ ト ）
現在の測定値 CAL キーで校正を ス ター ト し ます。

C112
残留結合の表示

（エアセ ッ ト ）
-80.0 ～ 80.0 µS/cm

計測システム （センサおよび変換器）

の残留結合

C113
校正ステータ スの

表示

o.k.

E xxx

校正ステータ スが OK でない場合、

デ ィ スプレ イ 2 行目にエラーの説明が

表示されます。

C

CALIBRAT

C1

Calibrat

AirS

~
~ ~

~
~

~
~
~

C111

µS/cm

AirSet

0.0

C112

µS/cm

AirSetVal

5.3

C113

Status

o.k.
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C114 校正結果の保存

yes
no

new

C113 で E xxx が表示された場合、 no ま

たは new のみ選択可。

new の場合は C に戻 り 、

yes/no の場合は 「測定」 に戻 り ます。

C1 （2） セル定数の校正

Airs = 空気ゼロ点調整 （1）

Cellc = セル定数 （2）

InstF = 設置係数 （3）

センサは、 容器壁面から十分な距離を

おいて浸漬する必要があ り ます

（a > 15 mm/0.59" の場合、 設置係数は

影響あ り ません）。センサを校正液に浸し て く ださい。

これは温度補正導電率の校正の場合です。 非補償導電率

の校正の場合は、 温度係数  を 0 に設定し て く ださい。

C121
校正温度の入力

（MTC）

25 ℃
-35.0 ～ 250.0 ℃

B1 = fixed 選択時のみ表示

C122
校正液の  値の

入力

2.10 %/K
0.00 ～ 20.00 %/K

この値はすべての E ＋ H 校正液の技術

仕様書に記載されています。 値の計算

用に印刷版のテーブルも用意されてい

ます。

未補償値を校正する場合、  を 0 に設

定し て く だ さい。

C123

校正液 （25 ℃） の

正しい導電率を

入力

現在の測定値
0.0 µS/cm ～ 9999 mS/cm

アプ リ ケーシ ョ ンの範囲に近い値を選

択し て く だ さい。

C124
計算されたセル

定数の表示
0.1 ～ 5.9 ～ 99.99 cm-1 計算されたセル定数が表示され、 A5 に

入力されます。

C125
校正ステータ スの

表示

o.k.

E xxx

校正ステータ スが OK でない場合、

デ ィ スプレ イ 2 行目にエラーの説明が

表示されます。

C126 校正結果の保存

yes
no

new

C125 で E xxx が表示された場合、 no ま

たは new のみ選択可。

new の場合は C に戻 り 、

yes/no の場合は 「測定」 に戻 り ます。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

C114

Store

yes

C1

Calibrat

Cellc

~
~ ~

~
~

~
~
~

C121

°C

ProcTemp.

25.0

%/K

C122

alpha val

2.10

C123

mS/cm

Real. val

10.30

C124

1/cm

Cellconst

1.000

C125

Status

o.k.

C126

Store

yes
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C1 （3）

電磁式センサの

センサ適合を含む

校正

（プラ スパッ ケージ

のみ）

Airs = 空気ゼロ点調整 （1）

Cellc = セル定数 （2）

InstF = 設置係数 （3） 壁面の影響を補償し たセンサ校正

電磁式センサでは、 センサからパイプ

壁面までの距離と パイプの材質 （導電

性か非導電性） が測定値に影響し ます。

この影響を示すのが設置係数です。 設

置し たセンサの技術仕様書を参照し て

く だ さい。センサはプロセスに設置されています。

C131
プロセス温度の

入力 （MTC）

25 ℃
-35.0 ～ 250.0 ℃

B1 = fixed 選択時のみ表示

C132
校正液の  値の

入力

2.10 %/K
0.00 ～ 20.00 %/K

この値はすべての E ＋ H 校正液の技術

仕様書に記載されています。 値の計算

用に印刷版のテーブルも用意されてい

ます。

未補償値を校正する場合、  を 0 に設

定し て く だ さい。

C133
校正液の正しい

導電率を入力

現在の測定値
0.0 µS/cm ～ 9999 mS/cm

アプ リ ケーシ ョ ンの範囲に近い値を

選択し て く ださい。

C134
校正された設置

係数の表示

1
0.10 ～ 5.00

電磁式センサでは、 センサからパイプ

壁面までの距離と パイプの材質 （導電

性か非導電性） が測定値に影響し ます。

この影響を示すのが設置係数です。 設

置し たセンサの技術仕様書を参照し て

く だ さい。

C135
校正ステータ スの

表示

o.k.

E xxx

校正ステータ スが OK でない場合、

デ ィ スプレ イ 2 行目にエラーの説明が

表示されます。

C136 校正結果の保存

yes
no

new

C135 で E xxx が表示された場合、 no ま

たは new のみ選択可。

new の場合は C に戻 り 、

yes/no の場合は 「測定」 に戻 り ます。

機能コード フィールド 選択 / レンジ
（初期設定は太字）

表示 説明

C1

Calibrat

InstF

C131

°C

MTC temp.

25.0

C132

%/K

alpha val

2.10

C133

mS/cm

Real val.

10.30

C134

InstFact

1

C135

Status

o.k.

C136

Store

yes
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7 診断および ト ラ ブルシューテ ィ ング

7.1 ト ラブルシューテ ィ ング方法

こ の変換器は変換器自身の機能を常時監視し ています。 機器が認識でき るエラーが発生する と、
デ ィ スプレ イに示されます。 エラー番号はデ ィ スプレ イの主要測定値の下に表示されます。 複数
のエラーが発生し た場合、 - キーを使用し てエラーを呼び出すこ と ができ ます。
エラー番号と対策については、 「システムエラー メ ッ セージ」 の表を参照し て く ださい。
不具合が発生 し て も 変換器にエ ラ ー メ ッ セージが表示 さ れない場合は、 「プ ロ セ ス 固有のエ
ラー」 または 「機器固有のエラー」 の表を参照し てエラーを特定し、修正し て く ださい。 これらの
表には、 必要なスペアパーツに関する追加情報が記載されています。

7.2 システムエラー メ ッ セージ

システムエラー メ ッ セージは、 - キーを使用し て呼び出し、 選択する こ と ができ ます。

エラー
No.

表示 テスト / 対策 アラーム接点 エラー電流出力

工場
設定 

ユーザ
設定

工場
設定 

ユーザ
設定

E001 EEPROM メ モ リ エラー 1. 機器の電源を切 り 、 再度オンにする。

2. オプ ト ス コープでハード ウ ェア と 互換性のあ る機

器ソ フ ト ウ ェ アを ロードする （「オプ ト ス コープ

サービ ス ツール」 を参照）。

3. 測定するパラ メ ータに合った機器ソ フ ト ウ ェ アを

ロードする。

4. エラーが解消されない場合は、 寄の営業所また

は代理店に機器の修理または交換を依頼する。

Yes No

E002

機器が校正されていない、 校正データ

が無効、 ユーザデータがない、 ユーザ

データが無効 （EEPROM エラー）、 ソ フ

ト ウ ェ ア と ハード ウ ェ ア （コ ン ト ロー

ラ） の互換性がない

Yes No

E003 ダウ ン ロード エラー
無効な設定。 ダウ ン ロード をや り 直すか、 オプ ト ス

コープをチェ ッ クする。
Yes No

E004

機器の ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン と モ

ジ ュールのハード ウ ェ アバージ ョ ンの

互換性がない

ハード ウ ェア と 互換性のあ る ソ フ ト ウ ェ アを ロード

する。

測定するパラ メ ータに合った機器ソ フ ト ウ ェアを

ロードする。

Yes No

E007
変換器の故障、 機器のソ フ ト ウ ェ ア と

変換器のバージ ョ ンの互換性がない
Yes No

E008 センサまたはセンサの接続が不良
センサおよびセンサの接続をチェ ッ クする （サービ

ス）。
Yes Yes

E010
温度センサが故障し ているか、 接続さ

れていない、 または短絡し ている

温度センサ と接続をチェ ッ クする。 必要に応じ て機

器と 測定ケーブルを温度シ ミ ュ レータでチェ ッ クす

る。

Yes No

E025
空気ゼロ点調整のオフセ ッ ト 限度を超

えた

空気ゼロ点調整を繰 り 返すかセンサを交換する。 セ

ンサを乾かす。 センサ接続をチェ ッ クする。
No No

E036 センサの校正レ ンジ上限を超えた センサを洗浄し て校正をや り 直す。 必要に応じ てセ

ンサ と接続をチェ ッ クする。

No No

E037 センサの校正レ ンジ下限を下回った No No

E040 テス ト 抵抗器のレ ンジが超過し た テス ト 抵抗器をチェ ッ クする。 No No

E045 校正が中断し た 校正をや り 直す。 No No

E049 設置係数の校正レ ンジ上限を超えた パイプ径をチェ ッ ク し、 センサを洗浄し て校正をや

り 直す。

No No

E050 設置係数の校正レ ンジ下限を下回った No No

E055
主要パラ メ ータの測定範囲下限を

下回った

導電性の液体にセンサを浸すか、 空気ゼロ調整を

行な う 。
Yes No

E057
主要パラ メ ータの測定範囲上限を

超えた
測定と接続をチェ ッ クする。 必要に応じ て機器と 測

定ケーブルをシ ミ ュ レーシ ョ ンでチェ ッ クする。

Yes No

E059 温度の測定範囲下限を下回った Yes No

E061 温度の測定範囲上限を超えた Yes No
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E063 電力出力レ ンジ 1 を下回った

測定値と 電流割当てをチェ ッ クする。

Yes No

E064 電流出力レ ンジ 1 を上回った Yes No

E065 電流出力レ ンジ 2 を下回った Yes No

E066 電流出力レ ンジ 2 を上回った Yes No

E067
警報接点のア ラーム し きい値が超過し

た

測定値、 リ ミ ッ ト 設定、 ア ラーム し きい値、 機器を

チェ ッ クする。
Yes No

E071 分極 センサを洗浄し、 よ り 高いセル定数を使用する。 Yes No

E077 温度が  テーブルのレ ンジを外れた
測定およびテーブルをチェ ッ クする。

Yes No

E078 温度が濃度テーブルを外れた Yes No

E079 導電率が濃度テーブルを外れた Yes No

E080 電流出力 1 のレ ンジが小さすぎ る
「電流出力」 メ ニューでレ ンジを広げる。

Yes No

E081 電流出力 2 のレ ンジが小さすぎ る Yes No

E085 エラー電流の設定が正し く ない

フ ィ ール ド O211 で電流レ ンジ "0 ～ 20 mA" が選択

されている場合、 エラー電流 "2.4 mA" は設定でき な

い。

Yes No

E100 電流シ ミ ュ レーシ ョ ン中 No No

E101 サービ ス機能が作動中
サービ ス機能をオフにするか、 機器の電源を切 り 、

再度オンにする。
No No

E102 手動モード がオン No No

E106 ダウ ン ロード が作動中 ダウ ン ロード が終わる まで待つ。 No No

E116 ダウ ン ロード エラー ダウ ン ロード をや り 直す。 Yes No

E150
 値テーブルの温度値の間の距離が小

さすぎ るか、 単一に上昇し ていない

 値テーブルに正しい値を入力する （温度値と温度

値の 小間隔は 1 K 必要）
No No

E152 ラ イブチェ ッ ク ア ラーム センサ と 接続をチェ ッ クする。 Yes No

エラー
No.

表示 テスト / 対策 アラーム接点 エラー電流出力

工場
設定 

ユーザ
設定

工場
設定 

ユーザ
設定
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7.3 プロセス固有のエラー

以下の表を使用し てエラーの特定と修正を行なって く ださい。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 機器、スペアパーツ、要員

比較対象側の機器に対し

て表示値がずれている

校正が誤 り 機器を 「校正」 の章に従って校正し て

く だ さい。

校正液またはセンサ証明書

センサが汚れている センサを洗浄し て く ださ い。 「導電率センサの洗浄」 の章を参照

温度測定が不正確 機器と 比較対象側の機器の温度値を

チェ ッ ク し て く だ さい。

温度測定機器、 精密温度計

温度補償が不正確 温度補償モード （な し /ATC/MTC）

および温度補償タ イプ （ リ ニア / 物

質 / ユーザテーブル） をチェ ッ ク し て

く だ さい。

注意 ： 変換器には、 個別の校正および

作動温度係数があ り ます。

比較対象側の機器の校正が誤 り 比較対象側の機器を校正するか、 別の

校正済み機器を使用し て く ださ い。

校正液、 比較対象側の機器の取扱説明

書

比較対象側の機器の ATC 設定が不

正確

温度補償モード と温度補償タ イプは比

較する機器同士で同一でなければな り

ません。

比較対象側の機器の取扱説明書

分極エラー 適切なセンサを使用し て く ださ い。

• 大きめのセル定数を使用し て く ださ

い。
• ステン レ ス製電極の代わ り にグ ラ

フ ァ イ ト 製電極を使用し て く だ さい

（抵抗値の確認）。

FA " 導電率 " などの測定範囲テーブル

または導電率センサの技術データ

フ ィ ール ド A6 のラ イ ン抵抗が正

し く ない

正しい値を入力し て く だ さい。 CYK71 ： 165/km

全般的に測定値がおかし

い
- 測定値が振 り 切れ

- 測定値が常に 000

- 測定値が低すぎ る

- 測定値が高すぎ る

- 測定値が変化し ない

- 電流出力値が不正

センサの短絡 / 湿気 センサをチェ ッ ク し て く ださい。 「電磁式導電率センサのチェ ッ ク」 の章

を参照

ケーブルまたは中継端子箱の短絡 ケーブル と中継端子箱をチェ ッ ク し て

く だ さい。

「延長ケーブル と中継端子箱のチェ ッ

ク」 の章を参照

センサの断線 センサをチェ ッ ク し て く ださい。 「電磁式導電率センサのチェ ッ ク」 の章

を参照

ケーブルまたは中継端子箱の断線 ケーブル と中継端子箱をチェ ッ ク し て

く だ さい。

「延長ケーブル と中継端子箱のチェ ッ

ク」 の章を参照

セル定数設定の誤 り セル定数をチェ ッ ク し て く ださ い。 センサの銘板または証明書

出力割当ての誤 り 電流信号に対する測定値の割当てを

チェ ッ ク し て く だ さい。

出力機能の誤 り 0 ～ 20/4 ～ 20 mA の選択と曲線の形

状 （ リ ニア / テーブル） をチェ ッ ク し

て く ださい。

電極が接液し ていない 組立と 取 り 付けをチェ ッ ク し て く だ さ

い。

機器の接地短絡 絶縁容器で測定し て く だ さい。 プラ スチッ ク製容器、 校正液

変換器モジュールが不良 新しいモジュールでテス ト し て く だ さ

い。

「スペアパーツ」 の章を参照

機器が作動し ない （キー動作に応

答がない）

機器の電源を切 り 、 再度オンにし て く

ださ い。

EMC の問題 ： 問題が解消し ない と き

は、 接地 と ラ イ ンの配線をチェ ッ クす

るか、 Endress+Hauser サービ スにテス

ト を依頼し て く ださ い。

温度測定が正し く ない

センサの接続が間違っている 結線図で接続を確認し て く ださ い。 3 

線接続が必須です。

「電気接続」 の章の結線図

測定ケーブルの不良 ケーブルに断線 / 短絡 / 分路がないか

チェ ッ ク し て く だ さい。

抵抗計

温度センサのタ イプが不正 機器上で温度センサを選択し て く だ さ

い （フ ィ ール ド B1）。
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測定値がふらつ く

測定ケーブルの電磁ノ イ ズ 結線図に従ってケーブルのシール ド を

接続し て く ださい。

「電気接続」 の章を参照

信号出力ラ イ ンの電磁ノ イ ズ 信号ラ イ ンの取 り 回し をチェ ッ ク し て

く だ さい。 信号ラ イ ンを他のラ イ ン と

は別に配線し て く ださい。

信号出力および測定入力のラ イ ンを別

個に配線し て く ださ い。

測定液中に電位があ る ノ イ ズ発生源を取 り 除 く か、 測定液を

センサの近 く に接地し て く ださ い。

電極式センサ ： 信号ラ イ ンの電磁

ノ イ ズ

シール ド ケーブルを使用し、 シール ド

を接地し て く ださい。

プロセスの導電率測定値

が正し く ない

温度補償が行なわれていないか正

し く ない

ATC ： 補償タ イプを選択し て く ださ

い。 リ ニア ： 正しい温度係数を設定し

て く ださい。

MTC ： プロセス温度を設定し て く ださ

い。

温度測定が不正確 温度値をチェ ッ ク し て く ださい。 比較対象側の機器、 温度計

測定液中に気泡が混入 気泡の発生を抑えて く だ さい ：

- 気泡 ト ラ ッ プ

- 加圧 （カバー）

- バイパス測定

分極作用 （電極式センサのみ） 適切なセンサを使用し て く ださ い。

• 大きめのセル定数を使用し て く ださ

い。
• ステン レ スの代わ り にグ ラ フ ァ イ ト

製のセンサを使用し て く ださい （抵

抗値の確認）。

FA " 導電率 " などの測定範囲テーブル

または導電率センサの技術データ

流量が大きすぎ る （気泡の原因と

な る）

流量を小さ く するか、 乱流の少ない取

り 付け位置を選んで く だ さい。

測定液中に電位があ る （電極式の

み）

測定液をセンサの近 く で接地し て く だ

さい。

主な原因 ： 水中モータの故障

センサが汚れているか、 被膜があ

る

センサを洗浄し て く ださ い （「導電率

センサの洗浄」 の章を参照）。

汚れのひどい場合 ： スプレー洗浄を使

用し て く ださい。

フ ィ ール ド A6 のラ イ ン抵抗が正

し く ない

正しい値を入力し て く だ さい。 CYK71 ： 165/km

制御 / 警報接点が機能し

ない

制御機能がオフになっている 制御機能をオンにし て く ださい。 フ ィ ール ド R2 を参照

制御機能が " 手動 / オフ " モード

になっている

" 自動 " モード または " 手動 / オン " 

モード を選択し て く ださ い。

キーボード、 REL キー

オン遅延設定が長すぎ る オン遅延を無効にするか、 短縮し て く

ださい。

フ ィ ール ド R5 を参照

" ホール ド " 機能がオンになって

いる

校正時に “ 自動ホール ド ” になってい

る。

" ホール ド " 入力がオンになっている。

キーボード で " ホール ド " をオンにし

た。

フ ィ ール ド S2 から S5 を参照

制御 / 警報接点が連続し

て動作する

制御機能が " 手動 / オン " モード

になっている

制御機能を " 手動 / オフ " または " 自

動 " に設定し て く ださい。

キーボード、 REL キー、 AUTO キー

オフ遅延設定が長すぎ る オフ遅延を短 く し て く だ さい。 フ ィ ール ド R6 を参照

制御ループの断線 測定値、 電流出力、 ア クチュエータ、

化学薬品供給をチェ ッ ク し て く ださ

い。

導電率の電流出力信号が

出力されない

電流出力ラ イ ンが短絡またはオー

プンになっている

ラ イ ンの接続を外し、 機器で直接測定

し て く ださい。

0 ～ 20 mA 用 m A メ ータ

出力回路の故障 「機器固有のエラー」 の章を参照し て

く だ さい。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 機器、スペアパーツ、要員
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導電率の電流出力信号が

変化し ない

電流シ ミ ュ レーシ ョ ン中 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さ

い。

フ ィ ール ド O2 （2） を参照

プロセ ッ サシステムの動作状態に

問題があ る 

機器の電源を切 り 、 再度オンにし て く

ださ い。

EMC の問題 ： 問題が解消し ない と き

は、 設置、 シール ド、 接地をチェ ッ ク

するか、 Endress+Hauser サービ スにテ

ス ト を依頼し て く だ さい。

電流出力信号が正し く 出

力されない

電流割当てが間違っている 電流割当てをチェ ッ ク し て く だ さい。

0 ～ 20 mA または 4 ～ 20 mA

フ ィ ール ド O211

電流ループの総負荷が過剰 （500 

を超えている）

出力の接続を外し、 機器で直接測定し

て く ださい。

DC 0 ～ 20 mA 用 mA メ ータ

EMC （干渉結合） 両方のラ イ ンの接続を外し、 機器で直

接測定し て く ださ い。

必要に応じ てシール ド ラ イ ンを使用し

て両側でシール ド を接地し、 ラ イ ンを

他のダ ク ト に通し て く だ さい。

電流出力テーブルが入力

でき ない

値の間隔が小さすぎ る 適切な間隔を選択し て く ださい。

温度出力信号が出力され

ない

電流出力 2 が機器に装備されてい

ない

銘板の品番を確認し て く ださい。 必要

に応じ て LSCH-x1 モジュールに交換

し て く ださ い。

LSCH-x2 モジ ュール

「スペアパーツ」 の章を参照

ホール ド機能が作動中 ホール ド設定をチェ ッ クする。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 機器、スペアパーツ、要員
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7.4 機器固有のエラー

診断の際には下記の表を参考にし て く ださい。 必要なスペアパーツが記載されています。

診断の難易度と必要な測定機器に応じ て、 以下の要件に該当する人が実施する必要があ り ます。
• 専門の訓練を受けた操作員
• 電気技術者の資格を有する操作員
• システムの据付け / 操作に責任を負 う 会社
• Endress+Hauser のサービ ス員

スペアパーツの正確な診断 と 取 り 付け方法については、 「スペアパーツ」 の章を参照し て く だ さ
い。

エラー 考えられる原因 テスト / 対策 要員、工具、スペアパーツ

機器を操作でき ない、

9999 表示
操作がロ ッ ク されている

CAL キーと - キーを同時に押し て く だ

さい。
「キーの機能」 の項を参照

デ ィ スプレ イが暗い、

LED が作動し ない

電源の電圧が正し く ない
電源から電圧が来ているかチェ ッ ク し

て く ださい。
電気技術者 / テス ター等

供給電圧が誤っている / 低すぎ る
電源電圧と銘板にあ る定格電圧を比較

する

ユーザ

（電力会社のデータ またはテス ター）

接続障害

端子が締められていない 

端子が絶縁し ている

誤った端子が使用されている

電気技術者

ヒ ューズが切れている
電源電圧と銘板上の定格電圧を比較

し、 ヒ ューズを交換する

電気技術者 / 適切な ヒ ューズ

「スペアパーツ」 の図を参照

電源ユニ ッ ト の故障
電源ユニ ッ ト を正しい品番のもの と交

換する

Endress+Hauser サービ ス員によ るオン

サイ ト 診断 （テス ト モジ ュールが必要）

セン ト ラルモジュールが不良
セン ト ラルモジ ュールを正しい品番の

もの と 交換する

Endress+Hauser サービ ス員によ るオン

サイ ト 診断 （テス ト モジ ュールが必要）

デ ィ スプレ イが暗い、

LED は作動し ている

セン ト ラルモジュールが不良 （モ

ジ ュール ： LSCH/LSCP）

セン ト ラルモジ ュールを正しい品番の

もの と 交換する

Endress+Hauser サービ ス員によ るオン

サイ ト 診断 （テス ト モジ ュールが必要）

デ ィ スプレ イに測定値が

表示されるが
- 値が変化し ない

- 機器を操作でき ない

機器またはモジュールが正し く 取

り 付け られていない
モジュールを再度取 り 付け る。 「スペアパーツ」 の組立図面を参照

システム操作状態に問題があ る 機器の電源を切 り 、 再度オンにする。

EMC の問題の可能性あ り ： 問題が解消

し ない と きは、 取 り 付けをチェ ッ クす

るか、 Endress+Hauser サービ スに取 り

付けのチェ ッ ク を依頼する

機器が熱 く な る

電圧が不正 / 高すぎ る
電源電圧と銘板上の定格電圧を比較す

る
ユーザ、 電気技術者

電源ユニ ッ ト の故障 電源ユニ ッ ト を交換する
診断でき るのは Endress+Hauser サービ

ス員のみ

測定条件 / 温度が不正

変換器モジュールが不良 （モ

ジ ュール ： MKIC）。 「 メ ッ セージの

ないプロセスエラー」 に従ってテ

ス ト を行ない、 対策を講じ る

測定入力の検査 ：
- 導電率センサの代わ り に抵抗器を接

続する
- 100 の抵抗を端子 11/12 + 13 に接

続する = デ ィ スプレ イは 0 ℃ を表

示

テス ト に失敗し た場合 ： モジ ュールを

交換する （正しい品番のものを使用）。

「スペアパーツ」 の展開図を参照

電流出力 / 電流値が不正

正し く 校正されていない

テス ターを電流出力に直接接続し、 内

蔵の電流シ ミ ュ レーシ ョ ン機能でテス

ト する

シ ミ ュ レーシ ョ ン値が不正の場合 ：

工場での再校正、 または新しい LSCxx 

モジ ュールが必要

シ ミ ュ レーシ ョ ン値が正しい場合 ：

電流ループの負荷と分路をチェ ッ クす

る

負荷が過剰

電流ループの接地に分路 / 短絡が

あ る

操作状態に問題があ る
0 ～ 20 mA または 4 ～ 20 mA が正し く

選択されているかチェ ッ クする

電流出力信号がない
電流出力が不良 （モジュール 

LSCH/LSCP）

テス ターを電流出力に直接接続し、 内

蔵の電流シ ミ ュ レーシ ョ ン機能でテス

ト する

テス ト に失敗し た場合 ：

セン ト ラルモジュール LSCH/LSCP を

交換する （正しい品番のものを使用）。
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8 保守
操作の安全と計測システム全体の信頼性を保証するためのあ らゆる措置を適時に講じ ます。

本変換器の保守には以下のよ う な作業があ り ます。
• 校正 （「校正」 参照）
• アセンブ リ と センサの洗浄
• ケーブル と接続部のチェ ッ ク

機器でどのよ う な作業をする場合でも、 プロセス制御システム またはプロセス自体に、 あ ら ゆる
潜在的な影響を及ぼす可能性のあ る こ と を覚えておいて く ださい。

注記
静電放電（ESD）
電子部品を損傷する危険性があ り ます。
 作業者は ESD 防止用 リ ス ト ス ト ラ ッ プを使用し て PE または永久接地であ らかじめ放電する

など、 保護措置を講じ る必要があ り ます。
 安全のため、 オ リ ジナルの部品のみを使用し て く ださい。 オ リ ジナル部品は修理後の機能、

精度、 そし て信頼性を保証し ます。

8.1 測定点全体の保守

8.1.1 変換器の洗浄

ハウジングのフ ロ ン ト 部は市販の一般的な洗浄剤を使用し て洗浄し ます。

フ ロ ン ト 部分は DIN 42 115 に準拠し てお り 、 下記の物質に対する耐性があ り ます。
• エタ ノ ール （短時間）
• 希釈酸 （ 大 2% HCl）
• 希釈塩基 （ 大 3% NaOH）
• 石けん基材の家庭用洗剤

注記
禁止される洗浄剤
ハウジング表面またはハウジングシールを損傷する恐れがあ り ます。
 洗浄には絶対に濃縮鉱酸または基材を使用し ないで く ださい。
 絶対にベンジルアルコール、 メ タ ノール、 塩化 メ チレ ン、 キシレ ン、 または濃縮グ リ セ リ ン

洗浄剤などの有機洗浄剤を使用し ないで く ださい。
 洗浄には絶対に高圧蒸気を使用し ないで く ださい。
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8.1.2 導電率センサの洗浄

注意!

眼および皮膚の化学火傷の危険
 保護めがねや安全手袋を使用し ます。
 液が衣服などに飛び散った場合は、 損傷を防ぐために取 り 除き ます。
 使用されている化学物質については、 安全データ シー ト に記載された情報を よ く お読み く だ

さい。

センサの付着物は、 その種類に応じ て以下のよ う に取 り 除き ます。
• 油性でべとべと し た皮膜 ：

必要に応じ て、 アルコール、 アセ ト ンなどのグ リ ース除去剤、 高温水、 食器用洗剤などで洗浄
し ます。

• 石灰の析出物または金属水酸化物被膜 ：
希釈し た塩酸 （3 %） で被膜を柔らか く し てから清潔な水で十分に洗い流し ます。

• 硫化物を含む被膜 （煙道ガス脱硫プラ ン ト または下水道処理プラ ン ト ） ：
塩酸 （3 %） と チオ尿素 （市販） の混合物を使用し、 その後清潔な水で十分に洗い流し ます。

• タ ンパク質を含む皮膜 （食品産業など）
塩酸 （0.5 %） とペプチン （市販） の混合物を使用し、 その後清潔な水で十分に洗い流し ます。

8.1.3 機器テス ト 用の電極式センサのシ ミ ュ レーシ ョ ン

導電率測定機器は測定セ ク シ ョ ン と抵抗器付き温度センサを交換し てチェ ッ ク を行ないます。
シ ミ ュ レーシ ョ ンの精度は抵抗器の精度に依存し ます。

温度 Pt 100 等価抵抗

温度 [ ℃ /°F] 抵抗値

変換器に温度オフ セ ッ ト が設定 さ れていなけ
れば、 右の表の値は有効です。
Pt 1000 温度センサの場合、 すべての抵抗値に
10 を乗じ る必要があ り ます。

3 線方式で温度等価抵抗を接続し ます。
導電率センサの代わ り にダ イ ヤル抵抗器
を接続する と きは、 「導電率テス ト アダプ
タ」 サービ スキ ッ ト を使用し ます。 （注文
番号 ： 51500629)

-20/-4 92.13 

-10/14 96.07 

0/32 100.00 

10/50 103.90 

20/68 107.79 

25/77 109.73 

50/122 119.40 

80/176 130.89 

100/212 138.50 

200/392 175.84 
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導電率
導電率については、 セル定数 k が表の 2 列目に従い公称値に設定されていれば、以下の表の値が
有効です。
表示にない場合 ： 表示導電率 [mS/cm] = k[cm-1] × 1 / R[k]

MW 測定値は通常は純水 と 超純水に使用される ため、 実際的なのはセル定数 k = 0.01 の場
合、 または k= 0.1 cm-1 の場合のみです。

抵抗値 R セル定数 k 導電率の表示

10 
1 cm-1 100 mS/cm

10 cm-1 1000 mS/cm

100 

0.1 cm-1 1 mS/cm

1 cm-1 10 mS/cm

10 cm-1 100 mS/cm

1000 

0.1 cm-1 0.1 mS/cm

1 cm-1 1 mS/cm

10 cm-1 10 mS/cm

10 k

0.01 cm-1 1 µS/cm

0.1 cm-1 10 µS/cm

1 cm-1 100 µS/cm

10 cm-1 1 mS/cm

100 k

0.01 cm-1 0.1 µS/cm

0.1 cm-1 1 µS/cm

1 cm-1 10 µS/cm

1 M

0.01 cm-1 0.01 µS/cm

0.1 cm-1 0.1 µS/cm

1 cm-1 1 µS/cm

10 M

0.01 cm-1 0.001 µS/cm

0.1 cm-1 0.01 µS/cm
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8.1.4 機器テス ト 用の電磁式センサのシ ミ ュ レーシ ョ ン

電磁式センサは抵抗器を使ってシ ミ ュ レーシ ョ ンする こ と ができ ません。
しかし、 変換器と電磁式センサで構成されたシステム全体は、 同等の抵抗を使用する こ と によ り
チェ ッ クする こ と ができ ます。 セル定数に注意し て く ださい
（例 ： CLS52 の場合は knominal = 5.9 cm-1、 CLS54 の場合は knominal = 6.3 cm-1）。

正確なシ ミ ュ レーシ ョ ン を行な う には、 表示値を計算する と き に実際のセル定数 （フ ィ ール ド
C124 で読み取 り 可） を使用し て く ださい。
正確な式は以下のよ う にセンサタ イプによ って異な り ます。
CLS52：表示導電率 [mS/cm] = k(cm-1) ×1/R [k]
CLS54：表示導電率 [mS/cm] = k(cm-1) ×1/R [k] × 1.21

25 ℃ （77 °F） 時の CLS54 のシ ミ ュ レーシ ョ ンに使用する値 ：

導電率シミュレーション：
ケーブルをセンサ開口部に通し、 その後ダ イヤル抵抗器などに接続し ます。

8.1.5 電極式センサのチ ェ ッ ク

• 測定面の接続 ：
測定面はセンサコネ ク タの接続部に直接接続し ます。
抵抗計で 1 未満になっていないかチェ ッ ク し ます。

• 測定面の分路 ：
測定面間には分路が発生し ないよ う にし なければな り ません。
抵抗計で 20 を超えていないかチェ ッ ク し ます。

• 温度センサの分路 ：
測定面と温度センサ間には分路が発生し ないよ う にし なければな り ません。
抵抗計で 20 を超えていないかチェ ッ ク し ます。

• 温度センサ
温度センサのタ イプをセンサの銘板で確かめて く ださい。 センサは抵抗計を使って測定センサ
コネ ク タでチェ ッ ク でき ます。
- Pt 100、 25 ℃ （77 °F） 時 = 109.79 
- Pt 1000、 25 ℃ （77 °F） 時 = 1097.9 
- NTC 10 k、 25 ℃ （77 °F） 時 = 10 k

• 接続 ：
ねじ端子のあ るセンサ （CLS12/13） の場合、 端子の配線 （入れ代わっていないか？） と止めね
じのゆるみをチェ ッ ク し ます。

シミュレーション抵抗 R 初期セル定数 k 導電率表示

10  6.3 cm-1 520 mS/cm

26  6.3 cm-1 200 mS/cm

100  6.3 cm-1 52 mS/cm

260  6.3 cm-1 20 mS/cm

2.6 k 6.3 cm-1 2 mS/cm

26 k 6.3 cm-1 200 µS/cm

52 k 6.3 cm-1 100 µS/cm
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8.1.6 電磁式センサのチ ェ ッ ク

こ こに記載し たテス ト を実施する際に、 機器または中継端子箱のセンサラ イ ンはすべて外し てお
いて く ださい。

• 送信コ イル と受信コ イルのテス ト
- 抵抗

CLS52 ： 約 0.5 ～ 2 
CLS54 ： 約 1 ～ 3 

- イ ンダ ク タ ン ス （2 kHz 時、 等価回路図と し て直列接続）
CLS52/54 ： 約 180 ～ 550 mH

（白と赤の同軸ケーブル、 内部導線と シール ド と の間の測定）
• コ イル分路のテス ト

- セ ンサ コ イ ル間には分路が発生 し ない よ う に し なければな り ません。 測定 さ れた抵抗は
20 M 未満であ る必要があ り ます。

赤の同軸ケーブル と白の同軸ケーブル間を抵抗計でチェ ッ ク し ます。
• 温度センサのチェ ッ ク

「機器テス ト 用の電磁式センサのシ ミ ュ レーシ ョ ン」 の表を使って、 センサの Pt100 をチェ ッ
ク し て く ださい。
緑と白の線の間と緑と黄色の線の間を測定し ます。 測定された抵抗は同一であ る必要があ り ま
す。

• 温度センサの分路チェ ッ ク
- 温度センサ と コ イル間には分路が発生し ないよ う にし なければな り ません。

抵抗計で 20  を超えていないかチェ ッ ク し ます。
温度センサの線 （緑 + 白 + 黄） と コ イル （赤の同軸ケーブル と白の同軸ケーブル） 間を測定し
て く ださい。

8.1.7 接続ケーブルと中継端子箱のチ ェ ッ ク

• 「機器テス ト 用の電極式センサ / 電磁式センサのシ ミ ュ レーシ ョ ン」 で説明し た方法によ り 、
延長ケーブルを用いて導電率センサ （センサコネ ク タ） から測定機器への簡易機能チェ ッ ク
を実行し ます。
ダ イヤル抵抗器を 「導電率テス ト アダプタ」サービ スキ ッ ト に接続し ます（注文番号：51500269、
CLS15/ CLS19/ CLS21 用）。

• 中継端子箱のチェ ッ ク では以下の項目を確認し ます。
- 湿気 （低導電率に影響し ます。 必要に応じ て、 中継端子箱を乾燥させてシールを交換し、 乾

燥剤を使用）
- すべての線の接続チェ ッ ク
- 外部シール ド の接続
- 止めねじの締め具合



Liquisys M CLM223F 修理

Endress+Hauser 69

9 修理

9.1 スペアパーツ

スペアパーツはお近 く の営業所または販売代理店にご注文 く だ さ い。 「スペアパーツキ ッ ト 」 の
章に記載のオーダー番号を指定し て く ださい。

間違いを防ぐため、 スペアパーツをご注文の際は以下の必ず以下のデータ を明記し て く ださい。
• 機器オーダーコード （order code）
• シ リ アル番号 （serial no.）
• ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

オーダーコード と シ リ アル番号は銘板を参照し て く ださい。
機器のプロセ ッ サシステムが機能し ている場合は、 ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンが表示されます
（「機器の設定」 の章を参照）。

9.2 パネルマウン ト 型機器の分解

機器の使用を中止する と きは、 プロセスに与え る影響を考慮し て く ださい。

品番については、 次の図を参照し て く ださい。

1. 機器背面の端子ブロ ッ ク （品番 420 b） を引き抜き、 機器の電源を切って く ださ い。

2. 次に、 背面の端子ブロ ッ ク （品番 420 a、 および該当する場合は 430） を引き抜き ます。
これで機器の分解が可能と な り ます。

3. エン ド フ レーム ラ ッチ （品番 340） を押し ながら、 フ レームを引き抜いて く ださい。

4. 専用ねじ （品番 400） を時計の針 と逆方向に回し て緩めます。

5. 電子ブロ ッ ク全体をハウジングから取 り 出し ます。 モジュールははめ込み式で、 簡単に分
解する こ と ができ ます。
- プロセ ッ サ / デ ィ スプレ イモジュールを前面に向かって引き抜いて く ださい。
- バッ ク プレー ト （品番 320） のタブを少し外側に引き ます。
- これで側面モジュールを取 り 外すこ と ができ ます。

6. 以下の手順で変換器 （品番 240） を取 り 外し て く ださい。
- 平ペンチを使用し て合成距離ホルダの頭部を引き出し ます。
- 次にモジュールを上に引き抜き ます。

組み立て る と きは、 分解と逆の手順で行ないます。 工具を使用せずに専用ねじ を手で締めます。
変換器に衝撃や振動が加わる よ う な場合は、 合成距離ホルダの交換が必要です。
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この展開図には、 パネルマウ ン ト 型機器の部品と スペアパーツが記載されています。 品番を利用
する と、 スペアパーツや対応するオーダー番号を以下の項で確認でき ます。

a0003612

図 26 : 展開図
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品番 品名 名称 機能 オーダー番号

15 電源ユニ ッ ト （ メ イ ンモ

ジュール）

LSGA AC 100/ 115/ 230 V 51500317

20 電源ユニ ッ ト （ メ イ ンモ

ジュール）

LSGD AC 24 V + DC 51500318

40 電極式セン ト ラルモジュール

（コ ン ト ローラ）

LSCH-S1 電流出力 1 点 51506379

50 電極式セン ト ラルモジュール

（コ ン ト ローラ）

LSCH-S2 電流出力 2 点 51506380

41 電磁式セン ト ラルモジュール

（コ ン ト ローラ）

LSCH-S1 電流出力 1 点 51506385

51 電磁式セン ト ラルモジュール

（コ ン ト ローラ）

LSCH-S2 電流出力 2 点 51506386

240 導電率変換器 （防爆区域用） MKIC 導電率 + 温度入力 71161137

導電率変換器 MKIC 導電率 + 温度入力 71161133

290 リ レーモジ ュール LSR1-2 リ レー 2 点 51500320

310 側板 10 枚入 り キ ッ ト 51502124

310, 320, 

340, 400

ハウジング部品 背板、 側板、 エン ド フ レー

ム、 専用ねじ

51501076

330, 400 ハウジングモジュール フ ロ ン ト 隔膜、 タペッ ト 、 ガ

スケ ッ ト 、 専用ねじ、 テン

シ ョ ンブラ ケ ッ ト 、 接続板、

銘板

51501075

345 アース端子 PE およびシール ド接続 51501086

420a、

420b

端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 端子ス ト リ ッ プセ ッ ト 一式 51501203

430 端子ス ト リ ッ プ リ レーモジュール用端子ス ト

リ ッ プ

51501078

A ヒ ューズ 電源ユニ ッ ト の部品、 品番 15

B 電源電圧の選択 電源ユニ ッ ト 上のジ ャ ンパの

位置、 品番 15 （電源ユニ ッ ト

によ る）
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9.3 セン ト ラルモジュールの交換

セン ト ラルモジ ュールの交換後、 通常は、 変更可能なすべての設定データが初期設定に リ
セ ッ ト されます。

セン ト ラルモジュールを交換し た場合は、 以下の手順に従って く ださい。

1. できれば、 以下のよ う なユーザ設定内容を控えておいて く ださ い。
- 校正データ
- 電流割当て、 主なパラ メ ータ、 温度
- リ レー機能の選択
- リ ミ ッ ト 値 / 制御出力の設定
- 濃度テーブル
- モニ タ リ ング機能
- ATC テーブル
- MRS 設定

2. 「パネルマウ ン ト 型機器の分解」 または 「屋外設置型機器の分解」 の説明に従って機器を分
解し て く ださい。

3. セン ト ラルモジュールの製品コード で、 新しいモジ ュールが古いモジ ュール と同じ製品
コード であ るかど う かチェ ッ ク し ます。

4. 新しいモジュールを使って機器を組み立てて く ださ い。

5. 機器を始動し、 基本機能 （測定値と温度の表示、 キーボード操作等） をテス ト し て く ださ
い。

6. シ リ アル番号を入力し て く ださい。
- 機器の銘板に記載されている シ リ アル番号 （"ser-no"） を確認し て く ださい。
- この番号をフ ィ ール ド E115 （年、 1 桁）、 E116 （月、 1 桁）、 E117 （連番、 4 桁） に入力

し て く ださい。
- フ ィ ール ド E118 に再度完全な番号が表示されるため、 確認でき ます。

新品のモジ ュールのシ リ アル番号は 0000 です。 こ の番号は 1  回しか入力でき ませ
ん。 こ のため、 ENTER キーで確定する前に、 入力し た番号が正しいかを確認し て く
ださ い。
誤った コー ド を入力する と、 拡張機能が使用でき な く な り ます。 シ リ アル番号の入
力 ミ スは工場でしか訂正でき ません。

ENTER キーを押し てシ リ アル番号を確定するか、 または入力をキ ャ ンセルし て再度番号を
入力し ます。

7. 「サービ ス」 メ ニューでフード パッ ケージ用の リ リ ース コード を入力し て く ださ い。

8. 変換器のユーザ設定を再入力し て く ださい。

9.4 返却

本機器の修理または工場校正が必要な場合、 あ るいは、 誤った機器が注文または納入された場合
は、 本機器を返却する必要があ り ます。 測定物と接触し た製品が返却された場合、 ISO 認証企業
であ る Endress+Hauser は、 法的規制に従って特定の手順でこれを取 り 扱わなければな り ません。
迅速、 安全、 適切な機器の返却を保証する ため、 返却の手順および条件について イ ン ターネ ッ ト
サイ ト をご覧 く ださい。
www.jp.endress.com/return-material-jp

9.5 廃棄

本製品には電子部品が含まれるため、 処分する際には、 電気電子機器廃棄物の処分規定に従って
処分する必要があ り ます。
各自治体の規定に従って処分し て く ださい。
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10 ア クセサリ

10.1 センサ

Condumax W CLS21
 固定ケーブル と プラ グ イ ンヘッ ド仕様の 2 電極センサ
 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cls21
 技術仕様書 TI00085C

Condumax W CLS30
 固定ケーブル付き 2 電極センサ 
 Pt 100 温度センサ付き
 セル定数 k = 10 cm-1

 製品構成に従って注文し て く ださい。 技術仕様書 （TI00086C） を参照

Indumax H CLS52
• 食品アプ リ ケーシ ョ ン用の高速応答電磁式導電率センサ
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cls52
• 技術仕様書 TI00167C

Indumax H CLS54
• 食品、 飲料、 製薬、 バイオテ ク ノ ロ ジ用の認証取得、 サニタ リ 設計の電磁式導電率センサ
• 製品構成に従って注文し て く ださい。 www.products.endress.com/cls54
• 技術仕様書 TI00400C

10.2 接続用アクセサリ

CYK71 測定ケーブル
• センサ （例 ： 導電率センサ） の接続またはセンサケーブル延長用の終端未処理ケーブル
• メ ー ト ル単位で販売、 オーダー番号 ：

- 非 Ex バージ ョ ン、 黒 ： 50085333
- Ex バージ ョ ン、 青 ： 50085673

延長ケーブル CLK6
• 電磁式導電率センサ用、 中継端子箱 VBM を介し た延長用、 メ ー ト ル単位で販売
• オーダー番号 ： 71183688

中継端子箱 VBM
• ケーブル延長用
• 10 端子ブロ ッ ク
• ケーブル差込口 ： 2 x Pg 13.5 または 2 x NPT ½"
• 材質 ： アル ミ ニウ ム
• 保護等級 ： IP 65 （i NEMA 4X）

• オーダー番号 ：
- ケーブル差込口 Pg 13.5 ： 50003987
- ケーブル差込口 NPT ½ ： 51500177

10.3 ハー ド ウ ェ ア付属品

付属品は該当する機器のシ リ アル番号でご注文いただけます。

• 2 点 リ レーカード
オーダー番号 51500320
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10.4 校正液

NIST の SRM （標準物質） に準拠し た正確な校正液、 誤差限界 ± 0.5 %、 基準温度 25 ℃ （77 °F）、
温度表付き
• CLY11-A、 74.0 µS/cm、 500 ml （0.132 Us.gal） ： オーダー番号 50081902
• CLY11-B、 149.6 µS/cm、 500 ml （0.132 Us.gal） ： オーダー番号 50081903
• CLY11-C、 1.406 mS/cm、 500 ml （0.132 Us.gal） ： オーダー番号 50081904
• CLY11-D、 12.64 mS/cm、 500 ml （0.132 Us.gal） ： オーダー番号 50081905
• CLY11-E、 107.0 mS/cm、 500 ml （0.132 Us.gal） ： オーダー番号 50081906
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11 技術データ

11.1 入力

測定変数 導電率、 温度

測定範囲

ケーブル仕様

セル定数

温度センサ Pt 100、 Pt 1000、 NTC 30K

測定周波数

バイナ リ入力

導電率 （電極式） 0 ～ 400 mS/cm （補償前）

導電率 （電磁式） ： 0 ～ 2000 mS/cm （補償前）

濃度 ： 0 ～ 9999 ％

温度 ： -35  ～ +250 ℃ （-31 ～ +482 °F）

ケーブル長 （電極式） ： 導電率 ： 大 100 m （328.1 ft） （CYK71）

ケーブル長 （電磁式） ： 大 55 m （180.46 ft） (CLK5)

ケーブル抵抗 CYK71 ： 165/km （導電率測定）

適合セル定数 k = 0.0025 ～ 99.99 cm-1

導電率、 抵抗率 （電極式） 170 Hz ～ 2 kHz

導電率 （電磁式） ： 2 kHz

電圧 ： 10 ～ 50 V

消費電力 ： 大 10 mA
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11.2 出力 

出力信号 0/4 ～ 20 mA、 直流的絶縁、 ア ク テ ィ ブ

アラーム時の信号 エラー時 2.4 または 22 mA

負荷 大 500  

リ ニアラ イゼーシ ョ ン変換
動作

分解能 大 700 デ ィ ジ ッ ト /mA

0/4 ～ 20 mA 必要 小偏差

絶縁電圧 大 DC 350 VRMS/500 V

過電圧保護 EN 61000-4-5 に準拠

補助電圧出力

接点出力

警報接点

アラーム

導電率 ：
温度 ：

調整可能
調整可能、 上限値の 10 ～ 100 %

導電率 ：

測定値 0 ～ 19.99 µS/cm 2 µS/cm

測定値 20 ～ 199.9 µS/cm 20 µS/cm

測定値 200 ～ 1999 µS/cm 200 µS/cm

測定値 2 ～ 19.99 mS/cm 2 mS/cm

測定値 20 ～ 2000 mS/cm 20 mS/cm

濃度 小偏差な し

温度 15 ℃

出力電圧 ： 15 V ± 0.6

出力電流 ： 大 10 mA

抵抗負荷のあ る ス イ ッチング電流 （cos  = 1） ： 大 2 A

誘導負荷のあ る ス イ ッチング電流 （cos  = 0.4） ： 大 2 A

ス イ ッチング電圧 ： 大 AC 250 V、 DC 30 V

抵抗負荷のあ る ス イ ッチング電力 （cos  = 1） ： 大 AC 500 VA、 DC 60 W

誘導負荷のあ る ス イ ッチング電力 （cos  = 0.4） ： 大 AC 500 VA、 DC 60 W

オン / オフ遅延 ： 0 ～ 2000 秒

機能 （切替可） ： ラ ッチ / ワ ンシ ョ ッ ト 接点

ア ラーム し きい値可変範囲 ： 導電率、 抵抗率、 濃度、
温度、 USP、 EP ： 測定範囲全体

ア ラーム遅延 ： 0 ～ 2000 秒 （分）
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11.3 電源

供給電圧 注文し たバージ ョ ンによ って異な り ます。
AC 100/115/230 V +10/-15 %、 48 ～ 62 Hz
AC/DC 24 V +20/-15 %

消費電力 大 7.5 A

主電源保護 細線 ヒ ューズ、 中レベルス ローブロータ イプ 250 V/3.15 A

11.4 性能特性

基準温度 25 ℃ （77 °F） ； 中温度補償調整可能

分解能

大測定誤差1)

Repeatability1

温度補償

温度オフセ ッ ト ±5 ℃ ； 温度表示の調整用

温度 ： 0.1 ℃

1) 通常の動作条件では IEC746-1 に準拠

導電率 ：

表示 ： 測定値の 大 0.5 % ± 4 デ ィ ジ ッ ト

導電率信号出力 ： 電流出力レ ンジの 大 0.75 %

温度 ：

表示 ： 測定範囲の 大 1.0 % 

温度信号出力 ： 電流出力レ ンジの 大 1.25 %

導電率 ： 測定値の 大 0.2 % ± 2 デ ィ ジ ッ ト

範囲 ： -35  ～ +250 ℃ （-31 ～ +482 °F）

補償タ イプ ： リ ニア、 NaCl、 テーブル
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11.5 環境

周囲温度 -10 ～ +55 ℃ (+14 ～ +131 °F)

保管温度 25 ～ +65 ℃ （-13 ～ +149 °F）

電磁適合性 干渉波の放出および適合性 ： EN 61326-1:2006、 EN 61326-2-3:2006

保護等級

電気安全性 EN/IEC 61010-1:2001 に準拠、 取付設置カテゴ リ  II、 海抜 2000m までで使用

CSA CSA 一般仕様認定の機器は屋内での使用について承認されています。

相対湿度 10 ～ 95 ％、 結露な し

汚染度 汚染度 2 に適合

11.6 機械的構造

寸法

質量

材質

端子ブロ ッ ク

パネルマウ ン ト 型 IP 54 （フ ロ ン ト ）、 IP 30 （ハウジング）

屋外設置型 IP 65/ 気密性 ： NEMA 4X

パネルマウ ン ト 型 ： 高さ x 幅 x 奥行：96 x 96 x 145 mm（3.78" x 3.78" x 5.71"）
取付バッ ク スペース ： 約 165 mm （6.50"）

パネルマウ ン ト 型 ： 大 0.7 kg （1.54 lbs）

ハウジング ： ポ リ カーボネー ト

フ ロ ン ト 部隔膜 ： ポ リ エステル、 UV 耐性

断面積 大 2.5 mm2



Liquisys M CLM223F 技術データ

Endress+Hauser 79



付録 Liquisys M CLM223F

80 Endress+Hauser

12 付録
操作マトリックス

a0003699-en

校
正
の
結
果
の
保
存
 

ye
s;
 n
o;
ne
w

校
正
溶
液
の
α
値
の
入
力
 

2.
10
%
/K
 

0.
00
～
20
.0
0%
/K

校
正
温
度
の
入
力
(M
T
C
) 

（
B
1 
= 
fix
ed
の
と
き
）
 

25
.0
℃
 

-3
5.
0～
+2
50
.0
℃
 

校
正
溶
液
の
正
し
い
 

導
電
率
値
の
入
力
 

cu
rr
en
t m
ea
s.
va
lu
e 

(現
在
の
測
定
値
) 

0.
0～
99
99
 m
S
/c
m

計
算
さ
れ
た
設
置
係
数
の
表
示
 

1.
0 
0.
10
～
5.
0

校
正
状
態
の
表
示
 

o.
k.
; 

E
 -
--

機
能
グ
ル
ー
プ
 

C
A
LI
B
R
A
T
IO
N

C

校
正
 

In
st
F
 

= 
設
置
係
数
 

　
（
電
磁
式
）
 

C
el
lc
 

= 
セ
ル
定
数
 

　
（
電
極
／
電
磁
式
）
 

A
irs
 =
 エ
ア
セ
ッ
ト
 

　
（
電
磁
式
）
 

C
1(
3)
 

  C
1(
1)

C
1(
1)

残
余
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
 

校
正
の
開
始
 

cu
rr
en
t m
ea
s.
va
lu
e 

(現
在
の
測
定
値
)

残
余
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
値
の
表
示
 

0.
0～
80
.0
μ
S
/c
m

校
正
状
態
の
表
示
 

o.
k.
; 

E
  -
--

校
正
の
結
果
の
保
存
 

ye
s;
 n
o;
ne
w

測
定
値
の
表
示
 

導
電
率
 

温
度
(℃
)

A

操
作
モ
ー
ド
の
選
択
 

co
nd
 =
 導
電
率
 

co
nc
 =
 濃
度
 

表
示
単
位
の
選
択
 

au
to
;μ
S
/c
m
;m
S
/c
m
;S
/c
m
; 

μ
S
/m
;m
S
/m
;S
/m

導
電
率
（
未
補
正
）
 

と
濃
度
の
表
示
 

表
示
書
式
の
選
択
 

(A
1 
= 
co
nc
の
と
き
) 

  X
.x
xx
;X
X
.x
x;
X
X
X
.x
;X
X
X
X

導
電
率
の
表
示
 

表
示
単
位
の
選
択
 

pp
m
;m
g/
l;%
;T
D
S
;n
on
e

導
電
率
と
温
度
 

（
F゚
）
の
表
示
 

＋
 キ
ー
に
よ
る
選
択
 

－
 キ
ー
に
よ
る
選
択
 

編集モード： 
コード22

Eキー 

編集モード： 
コード22

CALキー 

エ
ラ
ー
の
表
示
 

（
最
大
10
の
エ
ラ
ー
）
 

E
rr
 -
--

現
在
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

セ
ッ
ト
の
表
示
 

（
M
R
S
装
備
時
の
み
）
 

セ
ル
定
数
の
入
力
 

0.
1～
5.
9～
99
.9
9 
1/
cm

設
置
係
数
の
入
力
 

 0.
1～
1.
00
～
5.
00

測
定
値
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
入
力
 

1(
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
し
) 

1 
...
 6
0

B

温
度
測
定
の
選
択
 

P
t1
00
 

P
t1
k(
= 
P
t 1
00
0)
 

N
T
C
30
(=
 N
T
C
 3
0 
kΩ
) 

fix
ed

温
度
補
正
タ
イ
プ
の
選
択
 

no
ne
 

lin
 =
 線
形
 

N
aC
l =
 食
塩
 

T
ab
 =
 テ
ー
ブ
ル
1 
...
 4
 

 

α
値
の
入
力
 

（
B
2 
= 
lin
の
と
き
）
 

2.
10
%
/K
 

0.
00
 ..
. 2
0.
00
%
/K

正
し
い
プ
ロ
セ
ス
温
度
の
入
力
 

（
B
1 
= 
fix
ed
の
と
き
）
 

25
.0
℃
 

-3
5.
0℃
～
+2
50
.0
℃
 

温
度
セ
ン
サ
オ
フ
セ
ッ
ト
 

（
B
1 
= 
fix
ed
で
な
い
と
き
）
 

E
nt
ry
 o
f a
ct
ua
l t
em
p.
 

(実
際
の
温
度
の
入
力
) 

-3
5.
0～
+2
50
.0
℃
 

温
度
差
の
表
示
 

（
B
1 
= 
fix
ed
で
な
い
と
き
）
 

0.
0゜
C
 

-5
.0
～
5.
0℃
 

校
正
結
果
の
保
存
 

ye
s;
 n
o;
ne
w

校
正
温
度
の
入
力
 

25
.0
℃
 

-1
0.
0～
+1
50
.0
℃
 

校
正
溶
液
の
α
値
の
入
力
 

2.
10
%
/K
 

0.
00
～
20
.0
0%
/K

校
正
溶
液
の
正
し
い
 

導
電
率
値
の
入
力
 

cu
rr
en
t m
ea
s.
 v
al
ue
 

(現
在
の
測
定
値
) 

0.
0m
S
/c
m
～
99
99
m
S
/c
m

計
算
さ
れ
た
セ
ル
定
数
の
表
示
 

0.
1～
9.
99
 1
/c
m

校
正
状
態
の
表
示
 

o.
k.
; 

E
 -
--

C
13
3

C
13
6

C
11
2

C
11
3

C
11
4

C
11
1

C
13
2

C
13
1

C
13
4

C
13
5

C
12
6

C
12
1

C
12
2

C
12
3

C
12
4

C
12
5

A1
A
4

A
3

A
2

A
5

A
6

A
7

B
1

B
2

B
3

B
4

B
5

B
6

機
能
グ
ル
ー
プ
 

S
E
T
U
P
 1

機
能
グ
ル
ー
プ
 

S
E
T
U
P
 2

 



Liquisys M CLM223F 付録

Endress+Hauser 81

a0003700-en

機
能
グ
ル
ー
プ
 

 A
LA
R
M

F

接
点
タ
イ
プ
の
選
択
 

S
te
ad
 =
 固
定
接
点
 

F
le
et
 =
 瞬
間
接
点
 

機
能
グ
ル
ー
プ
 

C
H
E
C
K

P

P
C
S
ア
ラ
ー
ム
設
定
 

（
使
用
中
チ
ェ
ッ
ク
）
 

of
f/1
h/
2h
/4
h 

  

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
限
界
：
 

選
択
し
た
時
間
に
平
均
値
の
0.
3 
%

ア
ラ
ー
ム
遅
延
の
 

単
位
の
選
択
 

s;
m
in

ア
ラ
ー
ム
遅
延
の
入
力
 

0s
～
20
00
s(
m
in
) 

（
F2
で
選
択
す
る
単
位
に
よ
る
）
 

エ
ラ
ー
電
流
の
決
定
 

22
m
A
 

2.
4m
A

エ
ラ
ー
番
号
の
選
択
 

1 1～
25
5

ア
ラ
ー
ム
接
点
を
オ
ン
 

に
す
る
か
の
設
定
 

ye
s;
 n
o

エ
ラ
ー
電
流
を
オ
ン
 

に
す
る
か
の
設
定
 

no
; y
es

次
の
エ
ラ
ー
を
選
択
す
る
 

か
メ
ニ
ュ
ー
に
戻
る
 

ne
xt
 =
 次
の
エ
ラ
ー
 

←
R

機
能
グ
ル
ー
プ
 

 O
U
T
P
U
T

O

電
流
出
力
の
選
択
 

O
ut
1;
O
ut
2

特
性
の
選
択
 

si
m
 =
 シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

lin
 =
 線
形
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
値
 

の
入
力
 

cu
rr
en
t v
al
ue
(電
流
値
) 

0～
22
.0
0m
A

O
2(
2)

電
流
範
囲
の
選
択
 

4-
20
m
A
;0
-2
0m
A

20
m
A
値
の
入
力
 

20
00
m
S
/c
m
;9
99
9%
; 

15
0.
0℃
 

en
tir
e 
m
ea
s.
 r
an
ge
 

(測
定
範
囲
全
体
)

0/
4m
A
値
の
入
力
 

0μ
S
/c
m
;0
%
;0
℃
 

en
tir
e 
m
ea
s.
 r
an
ge
 

(測
定
範
囲
全
体
)

R

機
能
グ
ル
ー
プ
 

R
E
LA
Y

 

設
定
す
る
接
点
の
選
択
 

R
el
1 

R
el
2

接
点
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
 

ポ
イ
ン
ト
の
選
択
 

20
00
m
S
/c
m
; 9
9.
99
%
 

en
tir
e 
m
ea
s.
 r
an
ge
 

(測
定
範
囲
全
体
)

接
点
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
 

ポ
イ
ン
ト
の
入
力
 

20
00
m
S
/c
m
; 9
9.
99
%
 

en
tir
e 
m
ea
s.
 r
an
ge
 

(測
定
範
囲
全
体
)

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
遅
延
の
設
定
 

0 
s 
0～
20
00
 s

ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
 

遅
延
の
入
力
 

0 
s 
0～
20
00
 s

ア
ラ
ー
ム
し
き
い
値
の
設
定
 

20
00
m
S
/c
m
; 9
9.
99
%
 

en
tir
e 
m
ea
s.
 r
an
ge
 

(測
定
範
囲
全
体
)

機
能
グ
ル
ー
プ
 

A
LP
H
A
 T
A
B
LE

テ
ー
ブ
ル
の
値
ペ
ア
数
 

の
入
力
 

1 1～
10

テ
ー
ブ
ル
の
選
択
 

1 1～
4 

（
>1
は
M
R
S装
備
時
の
み
）
 

テ
ー
ブ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン
 

の
選
択
 

re
ad
 

ed
it

ユ
ー
ザ
テ
ー
ブ
ル
の
 

濃
度
値
の
乗
算
係
数
 

 1 0.
5～
1.
5

テ
ー
ブ
ル
の
値
ペ
ア
の
選
択
 

1 1～
R
3で
割
り
当
て
た
 

値
ペ
ア
数
 

温
度
係
数
α
（
y値
）
の
入
力
 

2.
10
%
/K
 

0.
00
～
20
.0
0%
/K

温
度
値
（
x値
）
の
入
力
 

0.
0℃
 

-3
5.
0～
25
0.
0℃
 

テ
ー
ブ
ル
状
態
が
O
K
 

か
ど
う
か
の
出
力
 

  ye
s;
 n
o

T

機
能
グ
ル
ー
プ
 

C
O
N
C
E
N
T
R
A
T
IO
N K

有
効
な
濃
度
テ
ー
ブ
ル
の
選
択
 

N
aO
H
; H
2S
O
4;
 

H
3P
O
4;
 H
N
O
3 

ユ
ー
ザ
1～
4

テ
ー
ブ
ル
の
選
択
 

1 1～
4 

 

テ
ー
ブ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン
 

の
選
択
 

re
ad
 

ed
it

入
力
ポ
イ
ン
ト
数
 

の
選
択
 

4 4～
16

入
力
ポ
イ
ン
ト
の
選
択
 

 1 1～
K
5の
数
 

 

未
補
正
の
導
電
率
値
の
入
力
 

0.
0μ
S
/c
m
 

0.
0～
99
99
m
S
/c
m

対
応
す
る
濃
度
値
の
入
力
 

0.
00
%
 

0～
99
.9
9%

対
応
す
る
温
度
値
の
入
力
 

0.
0℃
 

-3
5.
0～
25
0.
0℃
 

テ
ー
ブ
ル
状
態
が
O
K
か
 

ど
う
か
の
出
力
 

ye
s;
 n
o

O
22
1

O
21
1

O
21
2

O
21
3

O
2(
1)

O
1

F
1

F
2

F
3

F
4

F
5

F
6

F
7

F
8

P
2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

T
2

T
1

T
4

T
5

T
6

T
3

R
7

K
2

T
7

K
1

K
3

K
4

K
5

K
6

K
7

K
8

K
9

K
10

分
極
検
知
機
能
 

オ
ン
/オ
フ
切
換
 

 of
f 
on

 

接
点
ス
イ
ッ
チ
 

オ
ン
/オ
フ
切
換
 

of
f 
on

 
P
1



付録 Liquisys M CLM223F

82 Endress+Hauser

a0003701-en

機
能
グ
ル
ー
プ
 

S
E
R
V
IC
E

機
能
グ
ル
ー
プ
 

D
E
T
E
R
M
IN
. 
O
F
 

T
E
M
P
E
R
A
T
U
R
E
 

C
O
E
F
F
IC
IE
N
T

機
能
グ
ル
ー
プ
 

M
E
A
S
. 
R
A
N
G
E
 

S
W
IT
C
H
IN
G
 

(M
R
S
) 

（
測
定
範
囲
の
切
替
）
 S D M

言
語
の
選
択
 

E
N
G
; 
G
E
R
 

IT
A
; 
F
R
A
 

E
S
P
; 
N
E
L

補
正
さ
れ
た
導
電
率
値
の
入
力
 

 

cu
rr
e
n
t 
va
lu
e
 (
現
在
の
値
) 

0
～
9
9
9
9

M
R
S
の
バ
イ
ナ
リ
入
力
の
選
択
 

2
 
0
～
2

温
度
補
正
の
選
択
 

n
o
n
e
; 
lin
; 
N
a
C
l; 

テ
ー
ブ
ル
1
～
4
 

(M
4
 =
 c
o
n
d
 (
導
電
率
) 
の
と
き
)

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

 S
W
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

H
W
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

S
W
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

H
W
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

 S
W
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

H
W
バ
ー
ジ
ョ
ン
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

ホ
ー
ル
ド
設
定
 

.

n
o
n
e
 =
 ホ
ー
ル
ド
な
し
 

S
+
C
 =
 セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
時
 

　
　
　
お
よ
び
校
正
時
 

S
e
tu
p
 =
 セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
時
 

C
A
L
 =
 校
正
時
 

現
在
の
温
度
の
入
力
 

cu
rr
e
n
t 
va
lu
e
 (
現
在
の
値
) 

-3
5
～
+
2
5
0
℃
 

パ
ラ
メ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
選
択
 

1
 
1
～
4
(M
1
 =
0
の
と
き
) 

1
～
2
(M
1
 =
1
の
と
き
)

0
/4
m
A
値
に
対
応
す
る
 

測
定
値
の
入
力
 

co
n
d
.:
 0
～
2
0
0
0
m
S
/c
m
 

co
n
c.
: 
0
～
9
9
9
9
.9
9
9
%
 

U
n
it :
 A
2
 

F
o
rm
a
t:
 A
3

2
0
m
A
値
に
対
応
す
る
 

測
定
値
の
入
力
 

co
n
d
.:
 0
～
2
0
0
0
m
S
/c
m
 

co
n
c.
: 
0
～
9
9
9
9
.9
9
9
%
 

U
n
it :
 A
2
 

F
o
rm
a
t:
 A
3

固
定
値
の
入
力
 

（
fix
e
d
時
の
み
）
 

0
 
0
～
1
0
0
%
 

（
2
0
ま
た
は
1
6
m
A
の
）
 

H
O
L
D
の
有
効
性
の
選
択
 

fr
o
z 
=
 最
後
の
値
 

fix
 =
 固
定
値
 

未
補
正
の
導
電
率
値
の
表
示
 

 cu
rr
e
n
t 
va
lu
e
 (
現
在
の
値
) 

0
～
9
9
9
9

現
在
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

セ
ッ
ト
の
表
示
 

4
 
1
～
4
 (
M
1
 =
0
の
と
き
)

α
値
の
入
力
 

2
.1
 

0
～
2
0
%
/K

手
動
ホ
ー
ル
ド
 

o
ff
 

o
n

ホ
ー
ル
ド
保
持
時
間
の
入
力
 

1
0
 

0
～
9
9
9
s

求
め
ら
れ
た
α
値
の
表
示
 

2
.1
0
%
/K

操
作
モ
ー
ド
の
選
択
 

co
n
d
 =
 導
電
率
 

co
n
c 
=
 濃
度
 

1
～
2
(M
1
 =
 1
の
と
き
) 

1
～
4
(M
1
 =
 2
の
と
き
)

媒
体
の
選
択
 

N
a
O
H
; 
H
2
S
O
4
; 

H
3
P
O
4
; 
H
N
O
3
; 

ユ
ー
ザ
1～
2 
(M
1 
= 
1の
と
き
) 

ユ
ー
ザ
1～
4 
(M
1 
= 
2の
と
き
)

注
文
番
号
の
表
示
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

機
能
グ
ル
ー
プ
 

IN
T
E
R
F
F
A
C
E

I

機
能
グ
ル
ー
プ
 

E
+
H
 S
E
R
V
IC
E
 

 

E

ア
ド
レ
ス
の
入
力
 

H
A
R
T
: 
0
～
1
5
 

P
R
O
F
IB
U
S
: 
1
～
1
2
6

 

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
選
択
 

M
a
in
B
 =
 

メ
イ
ン
ボ
ー
ド
 

T
ra
n
s 
=
 変
換
器
 

C
o
n
tr
 =
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
 

E
1
(3
)

E
1
(2
)

E
1
(1
)

計
器
の
リ
セ
ッ
ト
 

n
o
; 

S
e
n
s 
=
 セ
ン
サ
デ
ー
タ
; 

F
a
ct
y 
=
 工
場
設
定
 

 

計
器
テ
ス
ト
の
開
始
 

 n
o
; 

D
is
p
la
y

S
1

S
4

S
3

S
2

S
5

S
6

S
9

S
8

S
1
1

S
1
0

E
1
1
1

E
1
1
2

E
1
1
3

E
1
2
1

E
1
2
2

E
1
2
3

E
1
3
1

E
1
3
2

E
1
3
3

I1 D
1

D
3

D
2

D
4

M
1

M
6

M
3

M
8

M
2

M
7

M
4

M
9

M
5

モ
ジ
ュ
ー
ル
ID
の
表
示
 

モ
ジ
ュ
ー
ル
ID
の
表
示
 

モ
ジ
ュ
ー
ル
ID
の
表
示
 

限
界
の
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
 

ポ
イ
ン
ト
の
入
力
 

co
n
d
.:
 0
～
2
0
0
0
m
S
/c
m
 

co
n
c.
: 
0
～
9
9
9
9
.9
9
9
%
 

U
n
it:
 A
2
 

F
o
rm
a
t:
 A
3

限
界
の
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
 

ポ
イ
ン
ト
の
入
力
 

co
n
d
.:
 0
～
2
0
0
0
m
S
/c
m
 

co
n
c.
: 
0
～
9
9
9
9
.9
9
9
%
 

U
n
it :
 A
2
 

F
o
rm
a
t:
 A
3

設
定
す
る
接
点
の
選
択
 

R
e
l1
 

R
e
l2

接
点
ス
イ
ッ
チ
 

オ
ン
/オ
フ
切
換
 

o
ff
 

o
n

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
遅
延
の
設
定
 

0
 s
 

0
～
2
0
0
0
 s

ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
 

遅
延
の
入
力
 

0
 s
 

0
～
2
0
0
0
 s

E
1
1
4

E
1
2
4

E
1
3
4

E
1

M
1
2

M
1
3

M
1
0

M
1
1

M
1
4

M
1
5

校
正
開
始
 

校
正
状
態
の
表
示
 

校
正
結
果
の
保
存
 

 

S
1
2

S
1
4

S
1
3



Liquisys M CLM223F

Endress+Hauser 83

索引

C
CE マーク ....................................................................... 8
CSA ...............................................................................78
CSA 一般仕様 .................................................................. 8

E
E+H サービ ス

メ ニュー
E+H サービ ス ....................................................51

EMC ..............................................................................78

M
MRS ...............................................................................52

R
Repeatability1 ..................................................................77

ア
ア ク セサ リ  ....................................................................73
ア ク セス コード ..............................................................23
ア ラーム ...................................................................36, 76
ア ラーム時の信号 ...........................................................76
ア ラーム接点 .................................................................16
α テーブル ....................................................................40

オ
汚染度 ...........................................................................78
温度オフセ ッ ト  ..............................................................77
温度センサ ....................................................................75
温度補償 ........................................................................77

NaCl .........................................................................32
テーブル入力によ る .............................................33, 40
リ ニア ......................................................................32

カ
過電圧保護 ....................................................................76
環境 ..............................................................................78

キ
キーの割当て .................................................................20
機械的構造 ....................................................................78
記号

電気 .......................................................................... 6
技術データ ............................................................... 75–78
基準温度 ........................................................................77
供給電圧 ........................................................................77

ク
ク イ ッ ク ス ター ト ア ッ プ .................................................27
ク イ ッ ク設定 .................................................................27
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ ....................................................27

ケ
ケーブル仕様 .................................................................75
計測システム .................................................................. 9
警報接点 ........................................................................76
警報値 ...........................................................................38
結線図 ...........................................................................13

コ
校正 ..............................................................................55

サ
サービ ス ....................................................................... 48
材質 .............................................................................. 78

大測定誤差 ................................................................. 77
作業員の要件 ...................................................................5
作業場所の安全 ................................................................5

シ
システム設定 ............................................................ 30–52
質量 .............................................................................. 78
指定用途 .........................................................................5
自動モード .................................................................... 22
周囲温度 ....................................................................... 78
出力 ......................................................................... 76–??
出力信号 ....................................................................... 76
出力の固定 .................................................................... 24
主電源保護 .................................................................... 77
手動モード .................................................................... 22
消費電力 ....................................................................... 77
初期設定 ....................................................................... 26
診断コード .................................................................... 58

ス
スペアパーツ ................................................................. 69
寸法 .............................................................................. 78

セ
性能特性 ............................................................. 77–??, 77
製品識別 .........................................................................7
製品の安全性 ...................................................................6
絶縁電圧 ....................................................................... 76
設置 ..................................................................... 9, 10, 11
設定 .............................................................................. 25
接点出力 ....................................................................... 76
セ ッ ト ア ッ プ 1 （導電率） ............................................... 30
セ ッ ト ア ッ プ 2 （温度） ................................................... 32
セル定数 ....................................................................... 75
洗浄

pH/ 酸化還元センサ .................................................. 65
セン ト ラルモジュールの交換 .......................................... 72

ソ
操作

操作キー .................................................................. 19
操作コ ンセプ ト  ........................................................ 22
デ ィ スプレ イ ............................................................ 18

操作キー ....................................................................... 19
操作上の安全性 ................................................................5
操作モード .................................................................... 23
相対湿度 ....................................................................... 78
測定ケーブル と センサ接続 ............................................. 15
測定周波数 .................................................................... 75
測定範囲 ....................................................................... 75
測定変数 ....................................................................... 75

タ
端子ブロ ッ ク ................................................................. 78



Liquisys M CLM223F

84 Endress+Hauser

チ
チェ ッ ク ....................................................................... 37

機能 ......................................................................... 25
設置 ......................................................................... 11
接続 ......................................................................... 17
電極式センサ ........................................................... 67
電磁式センサ ........................................................... 68

テ
デ ィ スプレ イ ................................................................. 18
適合宣言 ......................................................................... 8
電気安全性 .................................................................... 78
電気記号 ......................................................................... 6
電気接続 ....................................................................... 12
電極式センサのシ ミ ュ レーシ ョ ン ................................... 65
電源 .............................................................................. 77
電源投入 ....................................................................... 25
電磁式センサのシ ミ ュ レーシ ョ ン ................................... 67
電磁適合性 ...................................................................... 5
電流出力 ....................................................................... 35

ト
ト ラブルシューテ ィ ング

機器固有のエラー ..................................................... 63
システムエラー メ ッ セージ ........................................ 58
プロセス固有のエラー .............................................. 60

ト ラブルシューテ ィ ング方法 .......................................... 58

ニ
入力 .............................................................................. 75

ノ
濃度測定 ....................................................................... 42
納入範囲 ......................................................................... 7
納品内容確認 ................................................................... 7

ハ
廃棄 .............................................................................. 72
配線 .............................................................................. 12
バイナ リ 入力 ................................................................. 75

フ
負荷 .............................................................................. 76
分解 .............................................................................. 69
分解能 ..................................................................... 76, 77
分極検知 ....................................................................... 37

ヘ
壁面距離 ....................................................................... 30
返却 .............................................................................. 72

ホ
ホール ド機能 ............................................................ 24, 48
保管温度 ....................................................................... 78
保護等級 ....................................................................... 78
洗浄

変換器 ..................................................................... 64
保守 .............................................................................. 64

測定点全体 ............................................................... 64
補助電圧出力 ................................................................. 76

メ
銘板 ............................................................................... 7
メ ニュー

MRS ..........................................................................52
ア ラーム ...................................................................36
α テーブル ...............................................................40
温度係数 ...................................................................41
サービ ス ...................................................................48
セ ッ ト ア ッ プ 1 .........................................................30
セ ッ ト ア ッ プ 2 .........................................................32
チェ ッ ク ...................................................................37
電流出力 ...................................................................35
濃度 .........................................................................42
リ レー ......................................................................38

メ ニュー構造 .................................................................24

ヨ
用途

指定 .......................................................................... 5

リ
リ ニア ラ イゼーシ ョ ン変換動作 .......................................76
リ モー ト 測定範囲切替 ....................................................52
リ レー接点の設定 ...........................................................38



Liquisys M CLM223F

Endress+Hauser 85



www.addresses.endress.com


	Liquisys M CLM223F
	本書について
	安全メッセージ
	シンボル

	目次
	1 基本安全注意事項
	1.1 作業員の要件
	1.2 用途
	1.3 作業場所の安全
	1.4 操作上の安全性
	1.5 製品の安全性
	1.6 電気記号

	2 納品内容確認および製品識別
	2.1 納品内容確認
	2.2 納入範囲
	2.3 製品識別
	2.3.1 銘板
	2.3.2 製品の識別

	2.4 認証と認定
	2.4.1 CE マーク
	2.4.2 CSA 一般仕様


	3 取付
	3.1 取付設置に関するクイックガイド
	3.1.1 計測システム

	3.2 設置条件
	3.3 設置方法
	3.4 設置後のチェック

	4 電気接続
	4.1 配線
	4.1.1 結線図
	4.1.2 測定ケーブルとセンサ接続
	4.1.3 アラーム接点

	4.2 接続後のチェック

	5 操作性
	5.1 ディスプレイと操作キー
	5.1.1 ディスプレイ
	5.1.2 操作キー
	5.1.3 キーの割当て

	5.2 ローカル操作
	5.2.1 自動/ 手動モード
	5.2.2 操作コンセプト


	6 設定
	6.1 機能チェック
	6.2 電源投入
	6.3 クイックスタートアップ
	6.4 システム設定
	6.4.1 セットアップ 1（導電率）
	6.4.2 セットアップ 2（温度）
	6.4.3 電流出力
	6.4.4 アラーム
	6.4.5 チェック
	6.4.6 リレー接点の設定
	6.4.7 テーブル入力による温度補償
	6.4.8 温度係数の決定
	6.4.9 濃度測定
	6.4.10 サービス
	6.4.11 E+H サービス
	6.4.12 リモート測定範囲切替（MRS）

	6.5 校正

	7 診断およびトラブルシューティング
	7.1 トラブルシューティング方法
	7.2 システムエラーメッセージ
	7.3 プロセス固有のエラー
	7.4 機器固有のエラー

	8 保守
	8.1 測定点全体の保守
	8.1.1 変換器の洗浄
	8.1.2 導電率センサの洗浄
	8.1.3 機器テスト用の電極式センサのシミュレーション
	8.1.4 機器テスト用の電磁式センサのシミュレーション
	8.1.5 電極式センサのチェック
	8.1.6 電磁式センサのチェック
	8.1.7 接続ケーブルと中継端子箱のチェック


	9 修理
	9.1 スペアパーツ
	9.2 パネルマウント型機器の分解
	9.3 セントラルモジュールの交換
	9.4 返却
	9.5 廃棄

	10 アクセサリ
	10.1 センサ
	10.2 接続用アクセサリ
	10.3 ハードウェア付属品
	10.4 校正液

	11 技術データ
	11.1 入力
	11.2 出力
	11.3 電源
	11.4 性能特性
	11.5 環境
	11.6 機械的構造

	12 付録
	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


